
が
あ
る
と
明
ら
か
に
し
た
。

　

交
通
機
関
に
も
影
響
し
、

Ｊ
Ｒ
東
海
は
東
海
道
新
幹
線

が
東
京
―
名
古
屋
間
で
１
２

日
始
発
か
ら
終
日
、
計
画
運

休
。
名
古
屋
―
新
大
阪
間
も

上
下
計
６
本
の
み
運
行
と
な

る
。
Ｊ
Ｒ
西
日
本
は
１
２
日

午
前
中
で
山
陽
新
幹
線
の
新

大
阪
―
岡
山
間
の
運
転
を
打

ち
切
る
。
首
都
圏
の
Ｊ
Ｒ
在

来
線
も
１
２
〜
１
３
日
に
計

画
運
休
に
な
る
見
通
し
。
空

の
便
も
１
２
日
は
羽
田
、
成

田
両
空
港
の
発
着
便
が
全
日

空
の
全
便
、
日
航
は
早
朝
便

を
除
く
大
半
の
欠
航
が
決

ま
っ
て
い
る
。

　

経
産
省
は
停
電
な
ど
に
備

え
、
１
２
日
に
対
策
室
を
設

大
雨
特
別
警
報
の
可
能
性
も

記
録
的
暴
風
雨
に
厳
重
警
戒

台
風
、
１
２
日
東
日
本
上
陸
へ

エ
チ
オ
ピ
ア
首
相
に
平
和
賞

国
境
紛
争
終
結
で
手
腕

首
相
、
改
憲
案
合
意
へ
努
力

論
議
促
進
「
責
任
果
た
す
」

波
、
高
潮
、
土
砂
災
害
、
低

地
の
浸
水
、
河
川
の
氾
濫
に

厳
重
に
警
戒
し
、
早
め
の
避

難
や
安
全
確
保
を
求
め
た
。

　

気
象
庁
は
記
者
会
見
し
、

雨
量
が
１
９
５
８
年
に
静
岡

県
や
関
東
で
土
砂
災
害
や
河

川
の
氾
濫
を
及
ぼ
し
た
「
狩

野
川
台
風
」
に
匹
敵
す
る
恐

れ
が
あ
る
と
指
摘
、
大
雨
特

別
警
報
を
発
表
す
る
可
能
性

　
【
共
同
】
大
型
で
非
常
に

強
い
台
風
１
９
号
は
１
１

日
、
日
本
の
南
海
上
で
北
上

を
続
け
た
。
勢
力
を
維
持
し

た
ま
ま
、
１
２
日
夕
方
か
ら

夜
遅
く
に
か
け
て
東
海
、
関

東
に
上
陸
す
る
見
通
し
。
列

島
の
広
範
囲
で
猛
烈
な
風
や

雨
と
な
り
、
東
日
本
で
記
録

的
な
暴
風
や
大
雨
の
恐
れ
が

あ
る
。
気
象
庁
は
暴
風
や
高

す
る
と
発
表
し
た
。
約
２
０

年
に
わ
た
る
隣
国
エ
リ
ト
リ

ア
と
の
国
境
紛
争
を
「
断
固

と
し
た
取
り
組
み
」
で
平
和

裏
に
終
結
さ
せ
、
地
域
の
安

定
に
尽
力
し
た
こ
と
を
評
価

し
た
。
同
国
以
外
に
も
、
東

津
波
犠
牲
の
児
童
遺
族
勝
訴

　
【
共
同
】
東
日
本
大
震
災
の
津
波
で
犠
牲
に
な
っ
た
宮
城
県
石
巻
市
立
大
川
小
の
児
童
２
３
人
の
遺
族
が
、
市
と

県
に
約
２
３
億
円
の
損
害
賠
償
を
求
め
た
訴
訟
で
、
最
高
裁
第
１
小
法
廷
（
山
口
厚
裁
判
長
）
は
１
１
日
ま
で
に
、

市
と
県
の
上
告
を
退
け
る
決
定
を
し
た
。
１
０
日
付
。
事
前
の
防
災
体
制
の
不
備
に
よ
り
、
児
童
を
安
全
な
高
台

に
避
難
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
過
失
を
認
め
、
計
約
１
４
億
３
６
０
０
万
円
の
支
払
い
を
命
じ
た
二
審
仙

台
高
裁
判
決
が
確
定
し
た
。

大
川
小
、
防
災
過
失
責
任
確
定

台風１９号の接近に伴うＪＲ東日本の列車の運行につ
いて注意を促すボード＝１１日午前、成田空港（共同）

最
高
裁
、
市
県
の
上
告
退
け
る

（１） ２０１９年第５３４７号  １０月 １２日 （土曜日）

宮城県石巻市の旧大川小校舎＝２月（共同）
　

津
波
被
害
を
巡
り
、
震
災

前
の
防
災
体
制
の
不
備
に
よ

る
賠
償
を
命
じ
た
判
決
が
最

高
裁
で
確
定
す
る
の
は
初
め

て
。
裁
判
官
５
人
の
全
員
一

致
の
結
論
。
具
体
的
な
理
由

は
示
さ
な
か
っ
た
。

　

二
審
判
決
に
よ
る
と
、

２
０
１
１
年
３
月
１
１
日
の

地
震
発
生
後
、
児
童
は
教
員

ら
の
指
示
で
校
庭
に
避
難

し
、
４
０
分
以
上
と
ど
ま
っ

た
。
高
さ
約
７
メ
ー
ト
ル
の

堤
防
付
近
に
移
動
を
始
め
た

直
後
、
北
上
川
を
遡
上
し
た

津
波
が
襲
来
し
、
大
川
小
に

は
午
後
３
時
３
７
分
ご
ろ
に

到
達
し
た
。
児
童
７
４
人
、

教
職
員
１
０
人
が
犠
牲
に

置
し
、
２
４
時
間
体
制
で
状

況
把
握
に
取
り
組
む
。

　

気
象
庁
に
よ
る
と
、
１
２

日
は
東
日
本
を
中
心
に
猛
烈

な
風
が
吹
く
。
東
海
と
関
東

甲
信
で
は
「
住
家
で
倒
壊
す

る
も
の
が
あ
る
」「
屋
外
で

の
行
動
は
極
め
て
危
険
」
と

さ
れ
る
瞬
間
風
速
６
０
メ
ー

ト
ル
の
風
を
予
想
。
台
風
の

接
近
前
よ
り
西
日
本
か
ら
東

北
で
は
雨
が
強
ま
る
見
込
み

で
、
東
日
本
を
中
心
に
記
録

的
な
総
雨
量
と
な
る
恐
れ
が

あ
る
。

　

台
風
は
東
日
本
に
接
近
、

上
陸
後
、
東
北
に
進
み
、

響
く
砲
撃
音
、
緊
張
の
国
境

ト
ル
コ
の
シ
リ
ア
侵
攻

る
こ
と
を
踏
ま
え
「
大
変
高

い
ハ
ー
ド
ル
だ
が
、
合
意
を

得
る
努
力
を
す
る
」
と
強
調

し
た
。
改
憲
を
巡
る
国
会
論

議
の
促
進
に
向
け
て
「
最
大

な
っ
た
。

　

一
審
仙
台
地
裁
は
１
６
年

１
０
月
、
市
の
広
報
車
が
午

後
３
時
半
ご
ろ
、
津
波
襲
来

と
高
台
へ
の
避
難
を
呼
び
掛

け
な
が
ら
学
校
前
を
通
過
し

て
お
り
、
遅
く
と
も
こ
の
段

階
で
教
員
は
「
津
波
が
予
見

で
き
た
」
と
指
摘
。
避
難
先

と
し
て
児
童
が
助
か
っ
た
可

能
性
が
高
い
裏
山
を
選
ば
な

か
っ
た
過
失
を
認
め
、
県
と

市
に
１
４
億
円
余
り
の
賠
償

を
命
じ
た
。

　

昨
年
４
月
の
二
審
判
決
は

さ
ら
に
、
学
校
側
が
危
機
管

理
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
避
難
場
所

や
経
路
を
定
め
ず
、
市
教
育

委
員
会
も
不
備
を
是
正
し
な

１
３
日
午
後
に
北
海
道
の
東

海
上
に
抜
け
る
。

年
金
開
始
７
５
歳
も
可
能
に

厚
労
省
、
審
議
会
提
示
へ

　
【
共
同
】
厚
生
労
働
省
が
、

現
在
は
６
０
〜
７
０
歳
の
間

で
選
べ
る
公
的
年
金
の
受
給

開
始
年
齢
を
７
５
歳
に
ま
で

期
間
を
広
げ
る
案
を
１
８
日

の
社
会
保
障
審
議
会
（
厚
労

相
の
諮
問
機
関
）
の
部
会
に

示
す
こ
と
が
１
１
日
分
か
っ

た
。
受
け
取
り
開
始
を
遅
ら

せ
る
と
金
額
が
増
え
る
。
政

府
は
高
齢
者
の
就
業
を
拡
大

す
る
政
策
の
一
環
と
位
置
付

け
て
お
り
、
元
気
な
人
に
は

長
く
働
い
て
年
金
制
度
の
支

え
手
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い

考
え
だ
。

　

公
的
年
金
の
受
け
取
り
開

始
年
齢
は
６
５
歳
を
基
本
と

し
て
、
６
０
〜
７
０
歳
の
間

で
自
由
に
選
択
で
き
る
。
年

金
額
は
受
け
取
り
時
期
に

与
党
の
自
民
党
総
裁
と
し

て
、
そ
の
責
任
を
果
た
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ

た
。

　

２
０
２
０
年
度
か
ら
始
ま

る
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
へ

の
英
語
民
間
検
定
試
験
の
導

入
に
つ
い
て
、
萩
生
田
光
一

文
部
科
学
相
は
円
滑
実
施
へ

ア
フ
リ
カ
地
域
の
平
和
と
和

解
の
プ
ロ
セ
ス
に
寄
与
し
た

と
称
賛
し
た
。

　

委
員
会
は
授
賞
理
由
で

「
平
和
と
国
際
協
力
を
実
現

す
る
た
め
の
努
力
」に
言
及
。

ア
ビ
ー
氏
へ
の
授
賞
を
通

よ
っ
て
増
減
す
る
。
６
５
歳

よ
り
早
め
た
場
合
、
年
金
額

は
１
カ
月
当
た
り
０
・
５
％

減
る
。
６
０
歳
に
す
る
と
、

６
５
歳
か
ら
受
け
取
る
人
に

比
べ
て
３
０
％
減
少
。
一

　
【
オ
ス
ロ
共
同
＝
尾
崎
雅

子
】
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
ノ
ー

ベ
ル
賞
委
員
会
は
１
１
日
、

２
０
１
９
年
の
ノ
ー
ベ
ル
平

和
賞
を
、
ア
フ
リ
カ
東
部
エ

チ
オ
ピ
ア
の
ア
ビ
ー
・
ア
ハ

メ
ド
首
相
（
４
３
）
に
授
与

ら
逃
れ
た
ク
ル
ド
人
住
民
ら

は
「
侵
攻
を
黙
認
し
た
米
国

の
裏
切
り
」
を
非
難
し
た
。

　

ア
ク
チ
ャ
カ
レ
は
ト
ル
コ

軍
が
侵
攻
し
た
シ
リ
ア
北
部

の
要
衝
テ
ル
ア
ビ
ヤ
ド
に
接

し
て
お
り
、
砲
撃
の
ご
う
音

が
続
い
て
い
た
。
国
境
に
向

か
う
軍
の
車
列
も
見
ら
れ
、

物
々
し
い
雰
囲
気
が
漂
う
。

　

ト
ル
コ
軍
は
１
１
日
ま
で

に
、
国
境
周
辺
の
１
１
の
村

を
制
圧
。
ト
ル
コ
国
防
省
は

殺
害
し
た
ク
ル
ド
人
勢
力
戦

か
っ
た
と
し
て
、
市
や
校
長

ら
の
震
災
前
の
組
織
的
過
失

も
認
定
し
、
賠
償
額
を
約

１
千
万
円
増
や
し
た
。

教
育
現
場
に
重
い
責
任

大
川
小
津
波
避
難
訴
訟

　
【
共
同
・
解
説
】
大
川
小

津
波
訴
訟
は
最
高
裁
の
決
定

で
、
災
害
発
生
前
の
防
災

対
策
の
不
備
に
対
し
て
学

校
、
行
政
の
過
失
を
厳
格
に

判
断
し
た
二
審
判
決
が
確
定

し
た
。
社
会
の
防
災
意
識
が

高
ま
る
中
、
子
ど
も
の
命
を

預
か
る
教
育
現
場
の
責
任
の

重
さ
が
改
め
て
示
さ
れ
た
形

だ
。

　

当
時
の
津
波
ハ
ザ
ー
ド

　
【
共
同
】
安
倍
晋
三
首
相

は
１
１
日
の
衆
院
予
算
委
員

会
で
、
憲
法
改
正
案
の
国
会

発
議
に
衆
参
両
院
で
３
分
の

２
以
上
の
賛
成
が
必
要
で
あ

方
、
６
６
〜
７
０
歳
に
繰
り

下
げ
る
と
１
カ
月
当
た
り

０
・
７
％
増
え
る
。
７
０
歳

か
ら
を
選
べ
ば
４
２
％
増
と

な
る
。

　

現
行
の
制
度
で
も
時
期
を

遅
ら
せ
て
受
け
取
り
始
め
る

人
は
高
齢
者
の
１
％
前
後
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
。
７
５
歳

ま
で
可
能
と
し
て
も
、
選
択

　

１
２
日
に
か
け
て
予
想
さ

れ
る
最
大
瞬
間
風
速
は
、
近

マ
ッ
プ
で
は
大
川
小
は
浸
水

区
域
外
だ
っ
た
が
、
二
審
判

決
は
、
学
校
側
が
立
地
な
ど

の
実
情
に
沿
っ
て
、
独
自
の

立
場
か
ら
危
険
性
を
検
討
す

る
必
要
が
あ
っ
た
と
指
摘
。

学
校
、
行
政
に
高
い
レ
ベ
ル

で
の
対
策
を
求
め
、
全
国
の

教
育
現
場
に
波
紋
を
呼
ん

だ
。

　

た
だ
、
最
高
裁
は
二
審
判

決
を
確
定
さ
せ
る
一
方
、
津

波
の
予
見
可
能
性
や
学
校
、

行
政
に
求
め
ら
れ
る
注
意
義

務
に
つ
い
て
、
今
後
の
基
準

と
な
る
よ
う
な
見
解
は
一
切

示
さ
な
か
っ
た
。

　

被
災
の
危
険
性
や
災
害
に

直
面
し
た
際
の
対
応
の
在
り

方
は
、
学
校
に
よ
っ
て
さ

じ
、
国
境
紛
争
を
抱
え
る
各

国
に
一
層
の
努
力
を
促
し
、

ア
フ
リ
カ
や
中
東
で
の
和
解

に
向
け
た
活
動
を
後
押
し
す

る
意
図
が
あ
る
。

　

ア
ビ
ー
氏
は
委
員
会
と
の

電
話
で
「
恐
縮
し
、
感
激
し

て
い
る
」
と
述
べ
、賞
は
「
ア

フ
リ
カ
へ
の
授
与
」
で
も
あ

る
と
喜
び
を
語
っ
た
。
エ
チ

オ
ピ
ア
首
相
府
は
受
賞
決
定

を
受
け
、
ア
ビ
ー
氏
が
同
国

と
エ
リ
ト
リ
ア
の
「
協
調
の

可
能
性
に
道
を
開
い
た
」
と

闘
員
ら
が
「
１
７
４
人
」
に

達
し
た
と
発
表
し
た
。
国
連

安
全
保
障
理
事
会
は
１
０

日
、
非
公
開
会
合
を
開
き
協

議
し
た
が
、
安
保
理
と
し
て

一
致
し
た
見
解
の
表
明
は
な

か
っ
た
。

　

国
境
に
あ
る
壁
の
先
の
テ

ル
ア
ビ
ヤ
ド
で
は
、
方
々
で

煙
が
上
が
る
。
ト
ル
コ
軍
の

攻
撃
の
ほ
か
、
ク
ル
ド
人
勢

力
が
煙
幕
用
と
し
て
タ
イ
ヤ

を
燃
や
し
て
い
る
よ
う
だ
。

　

ア
ク
チ
ャ
カ
レ
で
は
１
０

日
、
シ
リ
ア
側
か
ら
複
数
の

砲
撃
が
あ
り
、
死
傷
者
が
出

た
。「
す
ご
い
音
で
恐
ろ
し

か
っ
た
。
ク
ル
ド
人
勢
力
を

許
せ
な
い
」。
当
時
付
近
に

い
た
地
元
の
男
性
住
民
ジ
ャ

ス
ム
・
ソ
イ
ダ
シ
ュ
さ
ん

（
４
７
）
が
語
気
を
強
め
る
。

　
「
大
勢
の
シ
リ
ア
難
民
が

町
に
定
着
し
、
わ
れ
わ
れ
の

生
活
が
崩
れ
た
」
と
不
満
を

吐
露
。
ト
ル
コ
は
シ
リ
ア
側

に
安
全
地
帯
を
独
自
に
つ
く

り
、
シ
リ
ア
難
民
を
帰
還
さ

せ
る
計
画
だ
。
ソ
イ
ダ
シ
ュ

さ
ん
は
「
作
戦
を
全
面
的
に

支
持
す
る
。
国
の
た
め
な
ら

自
分
も
戦
う
覚
悟
が
あ
る
」

と
言
い
切
る
。

　

一
方
、
国
境
の
シ
リ
ア
側

で
は
ク
ル
ド
人
住
民
ら
が
パ

ニ
ッ
ク
に
陥
り
、
町
や
村
か

ら
逃
げ
出
し
て
い
る
。

　
「
市
民
や
民
家
が
攻
撃
さ

れ
て
い
る
」。
シ
リ
ア
北
部

ア
イ
ン
ア
ル
ア
ラ
ブ
（
ク
ル

ド
名
コ
バ
ニ
）
近
く
の
村
に

暮
ら
し
て
い
た
ク
ル
ド
人
女

性
マ
ズ
キ
ン
さ
ん
（
２
１
）

は
電
話
取
材
に
、
自
宅
か
ら

家
族
と
共
に
避
難
し
た
と
明

ら
か
に
し
た
。
し
か
し
「
テ

ン
ト
も
行
く
当
て
も
な
く
、

た
だ
野
外
に
い
る
」と
嘆
く
。

　

ト
ル
コ
の
侵
攻
は
、
過
激

派
組
織
「
イ
ス
ラ
ム
国
」（
Ｉ

Ｓ
）
掃
討
で
ク
ル
ド
人
勢
力

と
連
携
し
て
き
た
米
軍
が
、

国
境
か
ら
撤
収
し
た
こ
と
が

引
き
金
と
な
っ
た
。「
米
国

は
私
た
ち
を
裏
切
っ
た
」
と

マ
ズ
キ
ン
さ
ん
。「
殺
害
や

破
壊
は
も
う
た
く
さ
ん
」
と

攻
撃
停
止
を
求
め
る
一
方

「
ク
ル
ド
人
は
最
後
ま
で
戦

う
」
と
も
述
べ
、
攻
撃
は
結

果
的
に
ト
ル
コ
を
苦
し
め
る

こ
と
に
な
る
と
訴
え
た
。

で
北
北
西
に
進
ん
だ
。
中
心

気
圧
は
９
２
５
ヘ
ク
ト
パ
ス

カ
ル
、
最
大
風
速
は
５
０ 

メ
ー
ト
ル
、
最
大
瞬
間
風

速
は
７
０
メ
ー
ト
ル
。
中

心
の
東
側
３
７
０
キ
ロ
と
西

側
２
８
０
キ
ロ
以
内
が
風
速

２
５
メ
ー
ト
ル
以
上
の
暴
風

域
。

準
備
に
万
全
を
期
す
考
え
を

表
明
。「
一
つ
一
つ
不
安
を

払
拭
し
て
き
た
。
来
年
は
こ

れ
で
行
く
」
と
説
明
し
た
。

　

立
憲
民
主
党
の
川
内
博
史

氏
は
「
民
間
検
定
試
験
の
導

入
に
よ
り
、
公
平
、
公
正
で

な
く
な
る
と
危
惧
す
る
」
と

指
摘
し
た
。萩
生
田
氏
は「
課

題
が
残
っ
て
い
る
が
、
見
通

し
が
付
か
な
い
ま
ま
、
引
き

延
ば
す
の
は
受
験
生
の
心
情

を
考
え
た
ら
良
く
な
い
」
と

し
た
。

　

立
民
の
本
多
平
直
氏
は
新

閣
僚
の
資
質
を
追
及
。
菅
原

一
秀
経
済
産
業
相
が
自
ら
の

選
挙
区
の
有
権
者
に
歳
暮
な

ど
を
贈
っ
た
と
の
一
部
報
道

を
取
り
上
げ
、
事
実
関
係
を

た
だ
し
た
。菅
原
氏
は「
し
っ

か
り
調
べ
る
」
と
述
べ
る
に

と
ど
め
た
。

　

本
多
氏
は
、
竹
本
直
一
Ｉ

Ｔ
・
科
学
技
術
担
当
相
が
元

暴
力
団
関
係
者
と
撮
影
し
た

と
す
る
写
真
を
掲
載
し
た
一

部
報
道
に
関
し
て
も
質
問
。

竹
本
氏
は
「
そ
の
人
は
全
く

知
ら
な
い
」
と
話
し
た
。

　

立
民
の
辻
元
清
美
氏
は
、

首
相
が
国
会
の
憲
法
審
査
会

に
つ
な
が
る
前
身
の
憲
法
調

査
会
に
１
回
し
か
出
席
し
て

い
な
い
と
し
て
「
憲
法
に
興

味
が
な
か
っ
た
の
で
は
な
い

か
」と
迫
っ
た
。
首
相
は「
自

民
党
内
で
議
論
を
続
け
て
き

た
と
自
負
し
て
い
る
」
と
反

論
し
た
。

　

予
算
委
に
は
、
首
相
と
全

閣
僚
が
出
席
。
午
後
に
は
、

野
党
新
会
派
で
無
所
属
の
小

川
淳
也
氏
が
か
ん
ぽ
生
命
保

険
の
不
正
販
売
を
報
じ
た
Ｎ

Ｈ
Ｋ
番
組
を
巡
る
問
題
を
尋

ね
た
。
参
考
人
と
し
て
Ｎ
Ｈ

Ｋ
の
石
原
進
経
営
委
員
長
ら

に
経
緯
を
聞
い
た
。

畿
４
５
メ
ー
ト
ル
、
東
北

４
０
メ
ー
ト
ル
、
北
陸
と
小

笠
原
諸
島
、
中
四
国
と
九
州

北
部
３
５
メ
ー
ト
ル
、
北
海

道
と
九
州
南
部
３
０
メ
ー
ト

ル
。
波
の
高
さ
は
東
海
と
関

東
、
伊
豆
諸
島
１
３
メ
ー
ト

ル
、
近
畿
と
小
笠
原
諸
島

１
０
メ
ー
ト
ル
、
東
北
と
四

国
９
メ
ー
ト
ル
。

　

１
２
日
正
午
ま
で
の
２
４

時
間
予
想
雨
量
は
い
ず
れ
も

多
い
所
で
、
東
海
５
０
０
ミ

リ
、伊
豆
諸
島
３
０
０
ミ
リ
、

関
東
甲
信
と
近
畿
２
５
０
ミ

リ
、
四
国
２
０
０
ミ
リ
、
東

北
１
０
０
ミ
リ
。
そ
の
後
の

２
４
時
間
は
東
海
６
０
０
〜

８
０
０
ミ
リ
、
関
東
甲
信

と
北
陸
３
０
０
〜
５
０
０
ミ

リ
、
東
北
と
伊
豆
諸
島
３
０ 

０
〜
４
０
０
ミ
リ
、
中
国

と
近
畿
２
０
０
〜
３
０
０
ミ

リ
、
北
海
道
と
四
国
５
０
〜

１
０
０
ミ
リ
。

　

台
風
は
１
１
日
正
午
現

在
、
父
島
の
西
北
西
約
４
５ 

０
キ
ロ
を
時
速
約
２
５
キ
ロ

強
調
。「
エ
チ
オ
ピ
ア
人
全

体
の
勝
利
だ
」
と
し
た
。

　

エ
リ
ト
リ
ア
は
約
３
０
年

に
わ
た
る
武
装
闘
争
を
経

て
、
１
９
９
３
年
に
エ
チ
オ

ピ
ア
か
ら
独
立
。
９
８
〜

２
０
０
０
年
の
国
境
紛
争
で

推
定
１
０
万
人
が
死
亡
し

た
。

　

１
８
年
４
月
に
就
任
し
た

ア
ビ
ー
氏
は
エ
リ
ト
リ
ア
と

の
関
係
改
善
を
進
め
、
７
月

に
紛
争
終
結
に
正
式
合
意
。

エ
リ
ト
リ
ア
と
、
ジ
ブ
チ
や

ソ
マ
リ
ア
と
の
関
係
正
常
化

も
仲
介
す
る
な
ど
地
域
の
和

解
を
推
進
し
た
。

　

事
実
上
の
一
党
支
配
を
改

め
、
複
数
政
党
制
の
実
現
を

目
指
す
と
表
明
し
た
り
、
閣

僚
の
う
ち
半
数
に
女
性
を
起

用
し
た
り
す
る
な
ど
、
内
政

で
も
変
革
を
実
行
し
た
。

　

ア
ビ
ー
氏
は
国
軍
や
国

連
平
和
維
持
活
動
（
Ｐ
Ｋ

Ｏ
）
の
メ
ン
バ
ー
な
ど
を
経

て
、
１
０
年
に
下
院
議
員
に

当
選
。
科
学
技
術
相
を
務

め
、
首
相
に
就
い
た
。
今
年

８
月
に
は
ア
フ
リ
カ
開
発
会

議
（
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
）
出
席
の

た
め
来
日
し
、
安
倍
晋
三
首

相
と
会
談
し
た
。

　

授
賞
式
は
１
２
月
１
０
日

に
オ
ス
ロ
で
開
か
れ
、
賞
金

９
０
０
万
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ク

ロ
ー
ナ
（
約
１
億
円
）
が
贈

ら
れ
る
。

　
【
ア
ク
チ
ャ
カ
レ
（
ト
ル

コ
南
東
部
）
共
同
＝
吉
田
昌

樹
】
重
苦
し
く
響
く
砲
撃

音
、
黒
煙
に
覆
わ
れ
る
シ
リ

ア
側
の
空
―
。
シ
リ
ア
北
部

一
帯
で
、
敵
視
す
る
ク
ル
ド

人
勢
力
を
標
的
に
地
上
侵
攻

を
始
め
た
ト
ル
コ
。
国
境
の

町
、
南
東
部
ア
ク
チ
ャ
カ
レ

は
１
０
日
、
反
撃
を
受
け
緊

張
に
包
ま
れ
て
い
た
。
シ
リ

ア
側
で
は
悲
痛
な
声
。「
攻

撃
を
や
め
て
」「
ど
こ
に
行

け
ば
い
い
の
か
」。
戦
闘
か

す
る
人
が
ど
れ
だ
け
増
え
る

か
は
見
通
せ
な
い
。

　

今
回
の
案
に
沿
っ
て
期
間

を
拡
大
し
た
場
合
の
増
額
率

は
、
最
新
の
平
均
余
命
な
ど

を
基
に
今
後
詰
め
る
。

　

厚
労
省
は
年
金
制
度
の
持

続
可
能
性
を
点
検
す
る
財
政

検
証
を
８
月
に
公
表
し
た
。

そ
の
中
で
、
７
５
歳
ま
で
年

金
を
受
け
取
り
始
め
る
時
期

を
遅
ら
せ
て
働
き
続
け
た
場

合
、
６
５
歳
か
ら
の
人
に
比

べ
、
年
金
水
準
が
最
大
約

７
０
％
増
え
る
と
試
算
し
て

い
た
。

　

政
府
は
他
に
も
、
高
齢
者

の
就
業
促
進
や
老
後
の
資
産

形
成
を
後
押
し
す
る
制
度
改

正
を
議
論
し
て
い
る
。
い
ず

れ
も
来
年
の
通
常
国
会
に
関

連
法
改
正
案
を
提
出
す
る
。

ま
ざ
ま
だ
。
こ
う
し
た
現
状

を
背
景
に
、
学
校
防
災
を
含

む
教
育
行
政
に
広
い
裁
量
を

認
め
た
方
が
適
切
だ
と
す
る

最
高
裁
の
考
え
も
推
し
量
れ

る
。

　

未
曽
有
の
被
害
を
出
し
た

大
震
災
を
経
験
し
、
大
川
小

訴
訟
で
問
題
と
な
っ
た
避
難

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
な
ど
、

組
織
的
な
防
災
体
制
の
一
層

の
充
実
が
急
務
で
あ
る
こ
と

に
変
わ
り
は
な
い
。
学
校
に

い
る
間
、
教
員
の
指
示
に
自

身
の
安
全
を
委
ね
る
子
ど
も

た
ち
を
い
か
に
守
っ
て
い
く

か
。
保
護
者
や
地
域
住
民
も

含
め
、
不
断
の
取
り
組
み
が

必
要
だ
。



伯
国
の
騒
ぎ
で
す
ぐ
に
否
定
も

れ
た
。
現
地
住
民
に
よ
る
と
、

同
保
護
区
で
は
４
日
に
、
小

さ
な
原
油
の
塊
が
見
つ
か
っ
て

い
た
と
い
う
。

　

同
保
護
区
は
１
５
の
島
か

ら
な
り
、
約
４
千
人
が
漁

業
で
生
計
を
立
て
て
い
る
。

２
０
０
４
年
の
保
護
区
制
定

以
来
、
一
時
は
絶
滅
か
と
思

わ
れ
て
い
た
マ
ナ
テ
ィ
ー
も
再

び
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
の
林
も
９
割

が
保
護
さ
れ
て
い
る
。
住
民

達
は
、
海
流
と
原
油
漂
着
の

報
告
が
あ
っ
た
海
岸
と
を
照

ら
し
合
わ
せ
、
同
保
護
区
も

被
害
を
免
れ
得
な
い
事
を
認

識
し
て
い
た
と
い
う
。

　

１
１
日
現
在
、
原
油
漂
着

が
確
認
さ
れ
て
い
る
保
護
区

は
１
２
に
達
し
て
い
る
。

　

原
油
の
漂
着
は
、
サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
川
の
河
口
付
近

で
も
確
認
さ
れ
て
お
り
、
飲

用
水
の
取
水
に
も
影
響
が
及

ぶ
可
能
性
が
現
実
化
し
つ
つ

あ
る
。

　

原
油
漂
着
後
も
漁
が
行
わ

れ
て
い
る
地
域
も
あ
る
が
、

１
０
日
現
在
の
Ｉ
ｂ
ａ
ｍ
ａ

の
発
表
だ
け
で
、
ウ
ミ
ガ
メ

　

１
０
日
、
伯
国
内
で
「
米
国
政
府
が
経
済
協
力
開
発
機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
の
加

盟
国
と
し
て
伯
国
を
薦
め
な
か
っ
た
」
と
報
じ
ら
れ
、
連
邦
政
府
関
係
者
が
大
慌

て
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
３
月
に
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
と
約

束
し
た
こ
と
と
矛
盾
す
る
た
め
だ
。
米
国
政
府
や
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
そ
の
後
、

そ
の
報
道
を
否
定
し
た
が
、「
引
き
続
き
支
援
す
る
」
と
の
発
言
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
。
１
１
日
付
伯
字
紙
が
報
じ
て
い
る
。

３
月
に
メ
ル
コ
ス
ル
と
Ｅ
Ｕ

が
合
意
に
至
っ
た
自
由
貿
易

協
定
に
お
い
て
も
、
ボ
ウ
ソ

ナ
ロ
大
統
領
の
環
境
対
策
へ

の
不
満
か
ら
、
フ
ラ
ン
ス
と

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
が
調
印
を
拒

否
し
て
い
る
と
報
じ
ら
れ
て

い
る
。
そ
ん
な
矢
先
に
流
れ

た
の
が
、
今
回
の
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

に
関
す
る
報
道
だ
っ
た
。

　

こ
の
報
道
に
よ
り
、
伯
国

内
に
は
大
き
な
反
応
が
起
き

た
が
、
米
国
政
府
側
は
こ

の
騒
ぎ
を
落
ち
着
か
せ
る
よ

う
に
、「
米
国
政
府
は
ま
だ
、

伯
国
の
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
入
り
を
継

続
し
て
推
薦
す
る
」
と
の
声

明
を
出
し
た
。
ま
た
、
ト
ラ

ン
プ
大
統
領
も
ツ
イ
ッ
タ
ー

で
、「
ブ
ル
ー
ム
バ
ー
グ
の

報
道
は
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス

だ
」
と
言
っ
て
否
定
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
ボ
ウ
ソ
ナ

ロ
大
統
領
は
「
伯
国
の
Ｏ
Ｅ

Ｃ
Ｄ
入
り
は
も
う
す
ぐ
そ
こ

だ
」
と
語
っ
た
。

　

だ
が
、
こ
の
訂
正
声
明
以

降
も
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
に
提
出
し

た
資
料
が
書
き
換
え
ら
れ
る

こ
と
は
な
く
、
伯
国
の
Ｏ
Ｅ

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
と
社

会
自
由
党
（
Ｐ
Ｓ
Ｌ
）
と
の

関
係
が
き
わ
め
て
微
妙
な
も

の
と
な
っ
て
お
り
、
ボ
ウ
ソ

ナ
ロ
氏
が
バ
ン
デ
イ
ラ
ン
テ

ス
局
の
人
気
ニ
ュ
ー
ス
キ
ャ

ス
タ
ー
で
、
民
主
党
（
Ｄ
Ｅ

Ｍ
）
党
員
の
ジ
ョ
ゼ
・
ル
イ

ス
・
ダ
テ
ナ
氏
を
来
年
の
聖

Ｃ
Ｄ
入
り
の
推
薦
が
ど
の
よ

う
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
行
わ
れ

る
予
定
か
の
言
及
も
さ
れ
て

い
な
い
。

　

こ
れ
ら
の
流
れ
を
受
け
、

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
ア
ン
ヘ
ル
・
グ

リ
ア
事
務
総
長
は
、
今
後
の

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
申
請
の
順

番
を
、「
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
は

今
す
ぐ
、
ル
ー
マ
ニ
ア
が

２
０
１
９
年
１
２
月
、
２
０

年
５
月
に
伯
国
、
同
年
１
２

月
に
ペ
ル
ー
、
２
１
年
に
ク

ロ
ア
チ
ア
の
順
で
進
め
て
は

ど
う
か
」
と
逆
提
案
を
行
っ

た
。

　

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
は
現
在
３
６
カ

国
が
加
盟
し
て
お
り
、
こ
れ

に
入
る
と
一
般
的
に
は
「
先

進
国
の
仲
間
入
り
を
果
た
し

３
月
の
ト
ラ
ン
プ
の
約
束
と
矛
盾

１
２
匹
と
海
鳥
１
羽
が
死
ん

だ
と
さ
れ
て
い
る
。
５
日
付

Ｇ
１
サ
イ
ト
に
よ
る
と
、
セ

ア
ラ
ー
州
で
は
同
日
、
原
油

で
汚
れ
た
イ
ル
カ
の
死
体
も

回
収
さ
れ
て
い
る
。

　

１
０
日
に
は
バ
イ
ア
州
連

邦
大
学
も
漂
着
し
た
の
は
ベ

ネ
ズ
エ
ラ
産
の
原
油
と
の
判

断
を
下
し
た
が
、
ベ
ネ
ズ
エ

ラ
政
府
は
同
日
、
同
国
石
油

公
社
Ｐ
Ｄ
Ｖ
Ｓ
Ａ
の
サ
イ
ト

を
通
じ
、「
伯
国
海
岸
部
の

原
油
汚
染
は
我
が
国
の
責
任

で
は
な
い
」
と
の
声
明
を
出

し
た
。

　

ベ
ネ
ズ
エ
ラ
産
石
油
を
載

せ
た
船
が
伯
国
沖
を
航
行
す

る
可
能
性
は
ほ
と
ん
ど
な
い

事
も
あ
り
、
成
分
分
析
だ
け

ン
海
岸
に
漂
着
し
た
原
油
の

塊
は
硬
貨
よ
り
少
し
大
き
い

程
度
と
小
さ
い
が
、
１
０
日

現
在
、
同
市
だ
け
で
３
海
岸
、

州
内
８
市
で
は
１
９
の
海
岸

が
汚
染
さ
れ
て
い
る
。

　

Ｉ
ｂ
ａ
ｍ
ａ
に
よ
る
と
、

１
０
日
に
は
、
絶
滅
が
懸
念

さ
れ
て
い
る
水
生
哺
乳
類
の

マ
ナ
テ
ィ
ー
が
生
息
し
、
マ
ラ

ニ
ョ
ン
州
都
の
サ
ン
ル
イ
ス
市

か
ら
１
５
７
キ
ロ
の
ク
ル
ル

プ
特
別
保
護
区
に
も
原
油
の

塊
が
漂
着
し
た
事
が
確
認
さ

　
【
既
報
関
連
】
８
月
末
か

ら
北
東
部
の
海
岸
に
漂
着
し

始
め
た
原
油
は
、
バ
イ
ア
州

サ
ル
バ
ド
ー
ル
の
海
岸
や
マ

ラ
ニ
ョ
ン
州
の
自
然
保
護
区

に
も
到
達
し
、
環
境
被
害
が

拡
大
中
と
１
０
、１
１
日
付

伯
字
紙
サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

　

１
０
日
に
国
立
再
生
可
能

天
然
資
源
・
環
境
院
（
Ｉ
ｂ

ａ
ｍ
ａ
）
が
発
表
し
た
と
こ

ろ
に
よ
る
と
、
同
日
現
在
で

原
油
漂
着
が
確
認
さ
れ
た
の

は
９
州
６
８
市
で
、
原
油
で

汚
染
さ
れ
た
海
岸
は
１
５
０

に
達
し
て
い
る
。

　

サ
ル
バ
ド
ー
ル
市
ピ
ア
タ

マ
ラ
ニ
ョ
ン
の
保
護
区
も
汚
染
？

１
３
日
に
列
聖
式
開
催

Ｓ
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
川
に
も
油
塊

で
同
国
産
原
油
が
海
洋
汚
染

を
も
た
ら
し
た
と
判
断
す
る

事
に
は
、
石
油
政
策
な
ど
を

研
究
す
る
学
者
や
海
洋
学
者

か
ら
も
疑
問
の
声
が
出
て
い

る
。
原
油
流
出
源
に
つ
い
て

は
今
後
の
調
査
が
必
要
だ
。

　

リ
カ
ル
ド
・
サ
レ
ス
環
境

相
は
８
日
、
流
出
源
特
定
の

た
め
に
外
国
の
支
援
を
仰
ぐ

意
向
を
表
明
。
海
軍
は
８

月
１
日
〜
９
月
１
日
に
伯
国

か
ら
８
０
０
キ
ロ
ま
で
の
沖

合
い
を
通
っ
た
タ
ン
カ
ー
約

１
１
０
０
隻
の
内
、
３
０
隻

対
象
に
具
体
的
な
照
会
作
業

な
ど
を
行
う
意
向
だ
。

　

原
油
漂
着
が
止
ま
ら
な
い

事
で
、
環
境
へ
の
影
響
は
も

ち
ろ
ん
、
観
光
業
や
漁
業
と

い
っ
た
産
業
活
動
、
原
油
回

収
や
焼
却
な
ど
に
伴
う
経
費

発
生
な
ど
、
各
方
面
に
影
響

や
懸
念
が
拡
大
し
て
い
る
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
米
国
の

マ
イ
ク
・
ポ
ン
ペ
オ
国
務
長

官
は
、「
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
と

ル
ー
マ
ニ
ア
の
加
盟
を
推
薦

す
る
」
と
記
し
た
書
類
を
、

８
月
２
８
日
に
送
っ
て
い
た

と
い
う
。

　

こ
れ
は
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
政
権

に
と
っ
て
大
き
な
痛
手
だ
っ

た
。
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
に
と
っ

て
、
か
ね
て
か
ら
敬
愛
し
て

い
た
ト
ラ
ン
プ
政
権
と
の
良

好
な
つ
な
が
り
は
連
邦
政
府

最
大
の
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト

の
ひ
と
つ
で
、
ト
ラ
ン
プ
大

統
領
が
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
入
り
の
推

薦
を
持
ち
か
け
た
こ
と
を
訪

米
最
大
の
成
果
の
よ
う
に
も

謳
っ
て
い
た
か
ら
だ
。

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
政
権
で
は
、

絶滅が危惧されているマナティー
（Instituto Bicho D'água）

３月の首脳会談の際のボウソナロ、トランプ両大統領
（Isac Nóbrega/PR）

亜
国
と
ル
国
の
優
先
変
わ
ら
ず
か

イルマン・ドゥウセ

た
」
と
見
な
さ
れ
る
。
ト
ラ

ン
プ
大
統
領
は
３
月
に
、
世

界
貿
易
機
関
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
離

脱
を
条
件
に
、
伯
国
の
Ｏ
Ｅ

Ｃ
Ｄ
入
り
を
後
押
し
す
る
こ

と
を
約
束
し
て
い
た
。

市
市
長
選
に
擁
立
す
る
こ
と

に
興
味
を
示
し
て
い
る
。
ボ

ウ
ソ
ナ
ロ
氏
は
Ｐ
Ｓ
Ｌ
内
で

出
馬
の
意
向
を
示
し
て
い
た

ジ
ョ
イ
セ
・
ハ
ッ
セ
ル
マ
ン

下
議
ら
に
は
何
も
言
及
し
て

い
な
い
と
言
う
。
逆
に
、
Ｐ

Ｓ
Ｌ
の
市
長
選
第
一
候
補

だ
っ
た
ジ
ョ
イ
セ
下
議
は
、

党
内
で
反
対
が
多
く
、
Ｄ
Ｅ

Ｍ
へ
の
移
籍
が
噂
さ
れ
て
い

る
と
も
。
そ
れ
以
前
に
、
ボ

ウ
ソ
ナ
ロ
一
族
が
そ
れ
ま
で

Ｐ
Ｓ
Ｌ
に
い
続
け
る
の
か
さ

え
、
今
ひ
と
つ
、
不
明
だ
が

…
。
さ
て
ど
う
な
る
か
。

　
　
　
　
　

◎

　

昨
年
１
０
月
の
選
挙
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
中
、
同
年
３
月
に

射
殺
さ
れ
た
マ
リ
エ
ー
レ
・

フ
ラ
ン
コ
元
リ
オ
市
議
を
追

悼
す
る
道
路
標
識
を
叩
き
壊

し
て
物
議
を
醸
し
た
、
下
議

の
ダ
ニ
エ
ル
・
シ
ル
ヴ
ェ

ラ
氏
と
リ
オ
州
議
の
ロ
ド
リ

ゴ
・
ア
モ
リ
ム
・
リ
オ
氏
（
共

に
Ｐ
Ｓ
Ｌ
）
が
１
１
日
朝
、

リ
オ
北
部
の
連
邦
立
ペ
ド
ロ

２
世
校
に
「
授
業
に
偏
り
が

な
い
か
」
を
調
べ
る
た
め
に

偵
察
に
入
り
、
警
察
が
呼
ば

れ
た
。
許
可
も
得
ず
校
内
に

入
り
、
子
供
た
ち
の
い
る
場

所
で
写
真
を
撮
る
な
ど
は
完

全
に
違
法
行
為
だ
。
学
校
は

倫
理
上
の
問
題
と
し
て
議
会

に
ク
レ
ー
ム
を
入
れ
る
予
定

だ
が
、
ど
う
な
る
か
。

　
　
　
　
　

◎

　

１
０
日
に
続
き
、
１
３
日

も
サ
ッ
カ
ー
の
伯
国
代
表
の

親
善
試
合
が
行
わ
れ
る
。
場

所
は
１
０
日
と
同
じ
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
で
、
相
手
は
前
戦
セ

ネ
ガ
ル
と
同
じ
ア
フ
リ
カ
勢

の
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
。
ブ
ラ
ジ

リ
ア
時
間
午
前
９
時
か
ら
の

中
継
は
日
曜
日
な
の
で
見
や

す
い
が
、
時
間
帯
的
に
バ
チ

カ
ン
で
の
イ
ル
マ
ン
・
ド
ゥ

ウ
セ
の
列
聖
式
と
か
ぶ
ら
な

い
か
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
。

　

リ
オ
市
は
も
ち
ろ
ん
、
伯

国
で
も
有
数
の
観
光
名
所
で

あ
る
コ
ル
コ
バ
ー
ド
の
キ
リ
ス

ト
像
が
１
２
日
に
建
立
８
８

周
年
を
迎
え
る
た
め
、
リ
オ

市
で
は
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を

用
意
し
て
、
祝
い
の
時
を
持

つ
と
１
１
日
付
Ｇ
１
サ
イ
ト

が
報
じ
た
。

　

コ
ル
コ
バ
ー
ド
の
キ
リ
ス

ト
像
は
建
立
を
記
念
す
る
イ

ベ
ン
ト
は
、
１
１
日
午
後
６

時
の
「
天
使
の
祈
り
」
か
ら

始
ま
る
。
乳
が
ん
予
防
月
間

に
ち
な
み
、
ピ
ン
ク
と
な
っ
て

い
る
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
も
、
黄

色
と
緑
に
切
り
替
わ
る
。

　

夜
１
０
時
か
ら
は
青
年
達

の
徹
夜
祈
祷
会
が
行
わ
れ
、

１
２
日
朝
ま
で
続
く
。

　

１
２
日
午
前
８
時
か
ら
は

コ
ル
コ
バ
ー
ド
の
丘
の
ノ
ッ

サ
・
セ
ニ
ョ
ー
ラ
・
ア
パ
レ

シ
ー
ダ
聖
堂
で
オ
マ
ー
ル
神

父
の
司
式
に
よ
る
ミ
サ
が
行

わ
れ
、
午
前
９
時
に
は
「
リ

オ
市
路
上
の
友
の
会
」
が
誕

生
日
の
歌
を
歌
う
。
こ
の
日

は
特
別
に
、
観
光
客
に
祝
福

を
祈
る
時
も
１
時
間
毎
に
持

た
れ
る
。

　

１
２
日
は
、
リ
オ
市
南
部

の
サ
ン
ジ
ョ
ゼ
広
場
で
「
キ

リ
ス
ト
の
愛
の
行
動
」
と
い

う
子
供
向
け
プ
ロ
グ
ラ
ム
も

開
催
さ
れ
る
。

　

午
前
９
時
〜
午
後
１
時
ま

で
は
、
顔
に
色
を
塗
っ
て
み

る
、
粘
土
や
絵
画
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
、
遊
具
を
使
っ
た
遊

び
や
ダ
ン
ス
、
運
動
会
が
行

わ
れ
る
。

　

１
０
時
か
ら
は
、
ド
ゥ
ー

ダ
・
パ
ウ
ロ
と
カ
レ
ン
・
ケ
ウ

ダ
ニ
に
よ
る
シ
ョ
ー
、
１
０

時
半
か
ら
は
オ
マ
ー
ル
神
父

に
よ
る
祝
福
の
祈
り
、
１
１

時
か
ら
は
コ
ル
コ
バ
ー
ド
の

キ
リ
ス
ト
合
唱
団
に
よ
る
合

唱
も
行
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
の
最
後

に
は
、
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し

た
子
供
達
へ
の
玩
具
贈
呈
も

予
定
さ
れ
て
い
る
。

　

２
０
世
紀
の
伯
国
を
代

表
す
る
聖
職
者
で
、
女
性
初

の
聖
人
と
な
る
イ
ル
マ
ン
・

ド
ゥ
ウ
セ
（
１
９
１
４
〜

１
９
９
２
年
）
の
列
聖
式
が

１
３
日
に
行
わ
れ
る
た
め
、

伯
国
政
府
を
代
表
す
る
ア
ミ

ウ
ト
ン
・
モ
ウ
ロ
ン
副
大
統

領
を
は
じ
め
、
多
く
の
大
物

た
ち
が
立
ち
会
う
と
、
１
１

日
付
エ
ス
タ
ー
ド
紙
が
報
じ

て
い
る
。

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
は
日

本
を
公
式
訪
問
す
る
予
定
が

あ
り
、
列
聖
式
に
参
加
で
き

な
い
た
め
、
代
わ
り
に
モ
ウ
ロ

ン
副
大
統
領
が
参
加
す
る
。

　

政
府
代
表
の
一
行
に
は
、

ダ
ヴ
ィ
・
ア
ル
コ
ル
ン
ブ
レ
上

院
議
長
や
ロ
ド
リ
ゴ
・
マ
イ

ア
下
院
議
長
、
ジ
ア
ス
・
ト

フ
ォ
リ
最
高
裁
長
官
、
ル
イ

ス
・
エ
ン
リ
ケ
・
マ
ン
デ
ッ
タ

保
健
相
ら
が
含
ま
れ
て
お
り
、

１
０
日
に
イ
タ
リ
ア
に
向
け

て
飛
び
立
っ
た
。

　

ま
た
、
議
会
を
代
表
す
る

一
行
は
、
上
議
７
人
と
下
議

１
２
人
、
マ
イ
ア
議
長
に
招

か
れ
た
聖
州
運
輸
局
長
の
ア

レ
ッ
シ
ャ
ン
ド
レ
・
バ
ウ
ジ
ー

氏
の
２
０
人
だ
。
バ
ウ
ジ
ー

氏
は
自
費
参
加
だ
。

　

夫
婦
同
伴
で
行
く
場
合
、

夫
人
の
経
費
は
別
会
計
だ
。

両
院
議
長
は
伯
国
大
使
館
で

宿
泊
す
る
予
定
で
、
ア
ル
コ

ル
ン
ブ
レ
氏
は
議
員
日
当
の

受
取
も
否
定
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
ジ
ョ
ゼ
・
サ
ル
ネ

イ
元
大
統
領
、
ア
ウ
グ
ス
ト
・

ア
ラ
ス
検
察
庁
長
官
、
ロ
ー

マ
教
皇
庁
の
伯
国
大
使
エ
ン

リ
ケ
・
ダ
・
シ
ル
ヴ
ェ
ラ
・

サ
ル
ジ
ー
ニ
ャ
・
ピ
ン
ト
氏
、

イ
ル
マ
ン
・
ド
ゥ
ウ
セ
が
生

前
に
拠
点
を
置
い
た
バ
イ
ア

州
サ
ル
バ
ド
ー
ル
市
の
Ａ
Ｃ

Ｍ
ネ
ッ
ト
市
長
も
参
加
す
る

が
、
彼
ら
は
皆
、
自
費
で
の

参
加
と
な
る
。

　

参
列
者
の
帰
国
は
来
週
の

前
半
に
な
る
が
、
そ
の
間
の

そ
れ
ぞ
れ
の
機
関
で
の
業
務

状
況
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

　

マ
イ
ア
下
院
議
長
は
、
来

週
前
半
は
「
ブ
ラ
ジ
リ
ア
に

下
議
が
い
な
い
時
期
だ
か
ら

心
配
無
用
」
で
、
議
案
の
審

議
な
ど
に
は
支
障
が
な
い
と

し
て
い
る
。

　

だ
が
、
上
院
で
は
社
会
保

障
制
度
改
革
案
の
２
度
目
の

承
認
を
控
え
て
お
り
、
１
５

日
に
行
わ
れ
る
は
ず
だ
っ
た

改
革
案
の
審
議
・
投
票
が
、

時
間
の
１
３
日
午
前
中
に
、

バ
チ
カ
ン
市
国
の
サ
ン
ペ
ド
ロ

広
場
で
行
わ
れ
る
。

　

今
日
１
２
日
は
子
ど
も
の

日
で
、
聖
市
最
大
の
繁
華
街

パ
ウ
リ
ス
タ
大
通
り
で
も

様
々
な
催
し
が
行
わ
れ
る
。

　

サ
ン
パ
ウ
ロ
美
術
館
（
Ｍ

Ａ
Ｓ
Ｐ
）
で
は
、
イ
ラ
ス
ト

レ
ー
タ
ー
、
ラ
ウ
ラ
・
テ

イ
シ
ェ
イ
ラ
と
タ
リ
ッ
タ
・

ホ
フ
マ
ン
に
よ
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
が
行
わ
れ
る
。

　

Ｓ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
ア
ヴ
ェ
ニ
ー

ダ
・
パ
ウ
リ
ス
タ
で
は
、
歌

手
の
ア
レ
ッ
サ
ン
ド
ラ
・
レ

オ
ン
や
作
曲
家
の
ア
ン
ド

レ
・
ア
ブ
ジ
ャ
ム
ラ
を
迎
え

て
、
人
気
の
楽
器
体
験
「
ラ

ブ
ム
ー
ジ
カ
」
特
別
編
を
開

催
し
、
子
ど
も
た
ち
と
音
楽

演
奏
を
行
う
。

　

イ
タ
ウ
文
化
セ
ン
タ
ー
で

は
、
リ
カ
ル
ド
・
マ
レ
ル
ビ

に
よ
る
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー

や
、
オ
リ
ウ
ン
ド
劇
団
に
よ

る
子
ど
も
向
け
の
劇
の
上
演

が
行
わ
れ
る
。

　

Ｆ
Ｉ
Ｅ
Ｓ
Ｐ
文
化
セ
ン

タ
ー
で
は
、
国
民
的
人
気
漫

画
「
ト
ゥ
ル
マ
・
ダ
・
モ
ニ

カ
」
の
人
気
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

た
ち
と
の
写
真
撮
影
が
行
わ

れ
る
。

　

ジ
ャ
パ
ン
・
ハ
ウ
ス
で
は

和
太
鼓
の
演
奏
や
マ
ジ
ッ
ク

シ
ョ
ー
、
子
供
ラ
グ
ビ
ー
な

ど
が
計
画
さ
れ
て
お
り
、
午

前
１
０
〜
１
１
時
３
０
分
に

は
実
際
に
和
太
鼓
を
叩
く
体

験
イ
ベ
ン
ト
も
行
わ
れ
る
。

外国為替市況
中銀サイトより

10月11日午後 4時現在
米ドル相場

売　4.0947  R$
買　4.0954  R$

円相場
売　0.0378  R$
買　0.0378  R$

ＯＥＣＤ入りは反故？
　
「
伯
国
の
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
入
り

が
な
く
な
っ
た
」
と
の
報
道

は
、
国
際
的
な
金
融
報
道
機

関
「
ブ
ル
ー
ム
バ
ー
グ
」
の

報
道
を
受
け
て
の
も
の
だ
っ

た
。

キ
リ
ス
ト
像
建
立
か
ら
８
８
年

子
供
の
日
兼
ね
た
記
念
行
事
も

政
界
か
ら
も
続
々
ロ
ー
マ
へ

米国
北 東 部

原
油
漂
着
サ
ル
バ
ド
ー
ル
に
及
ぶ

（２）２０１９年 第５３４７号 １０月 １２日 （土曜日）

リ オ 市

子
ど
も
の
日
の
イ
ベ
ン
ト

聖
市
パ
ウ
リ
ス
タ
大
通
り
で
は
？

イ
ル
マ
ン
・
ド
ゥ
ウ
セ

（Divulgação Senado Federal

）

２
２
日
に
延
期
さ

れ
る
。
ま
た
、
同

改
革
案
承
認
の

た
め
の
条
件
で
も

あ
っ
た
、
１
１
月

に
行
わ
れ
る
岩
塩

層
下
の
油
田
採

掘
権
の
入
札
に
際

し
て
、
収
益
を
ど

の
よ
う
に
配
分
す

る
か
の
審
議
（
下

院
は
既
に
承
認
済

み
）
も
列
聖
式
後

に
持
ち
越
さ
れ
て

い
る
。

　

列
聖
式
は
現
地



　

虐
ぎ
ゃ
く

待た
い

を
こ
う
む
っ
て
い
る
有ゆ

う

色し
ょ
く

人じ
ん

種し
ゅ

の
な
か
で
た
だ
一い

っ

国こ
く

だ
け
が
発は

つ

言げ
ん

に
耳み

み

を
傾か

た
むけ
さ
せ
る
に
十

じ
ゅ
う

分ぶ
ん

な
実じ

つ

力り
ょ
くを
持も

っ
て
い

る
。
す
な
わ
ち
日に

本ほ
ん

で
あ
る
。
日に

本ほ
ん

は
唯ゆ

い

一い
つの
非ひ

白は
く

人じ
ん

一い
っ

等と
う

国こ
く

で
あ
る
。
人じ

ん

種し
ゅ

以い

外が
い

の
す
べ
て
の
点て

ん

で
日に

本ほ
ん

は
世せ

界か
い

の
支し

配は
い

的て
き

大た
い

国こ
く

と
肩か

た

を
並な

ら

べ
て
い
る
。
し
か
し
、
日に

本ほ
ん

が
い
か
に
軍ぐ

ん

事じ

力り
ょ
くで
強

き
ょ
う

大だ
い

に
な
ろ
う
と
も
、
白は

く

人じ
ん

は
日に

本ほ
ん

を
対た

い

等と
う

と
は
認み

と

め

る
こ
と
は
し
な
い
だ
ろ
う
。［
Ｐ
１
５
８
］

　

第だ
い

一い
ち

次じ

大た
い

戦せ
ん

後ご

に
イ
ギ
リ
ス
の
外が

い

務む

省し
ょ
うが
ま
と
め
た
「
人じ

ん

種し
ゅ

差さ

別べ
つ

と
移い

民み
ん

」
と
い
う
報ほ

う

告こ
く

書し
ょ

の
一い

っ

節せ
つ

で
あ
る
。
日に

っ

清し
ん

・
日に

ち

露ろ

戦せ
ん

争そ
う

、
第だ

い

一い
ち

次じ

大た
い

戦せ
ん

の
勝

し
ょ
う

利り

を
通つ

う

じ
て
、
日に

本ほ
ん

は
世せ

界か
い

の

強き
ょ
う

国こ
く

の
仲な

か

間ま

入い

り
を
し
た
が
、
そ
れ
は
非ひ

白は
く

色し
ょ
く

人じ
ん

種し
ゅ

に
よ
る

唯ゆ
い

一い
つの
近き

ん

代だ
い

国こ
っ

家か

と
い
う
前ぜ

ん

例れ
い

の
な
い
、
孤こ

独ど
く

な
地ち

位い

で
あ
っ

た
。

　

当と
う

時じ

は
「
科か

学が
く

的て
き

人じ
ん

種し
ゅ

主し
ゅ

義ぎ

」
が
花は

な

盛ざ
か

り
の
頃こ

ろ

で
、
西せ

い

洋よ
う

の
一い

ち

流り
ゅ
うの
学が

く

者し
ゃ

は
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
人じ

ん

種し
ゅ

的て
き

劣れ
っ

等と
う

性せ
い

は
経け

い

験け
ん

的て
き

に

実じ
っ

証し
ょ
うで
き
る
と
論ろ

ん

じ
て
い
た
。「
日に

本ほ
ん

人じ
ん

は
身し

ん

長ち
ょ
う５
フ
ィ
ー
ト

（
１
５
０
ｃ
ｍ
）、
肌は

だ

は
褐か

っ

色し
ょ
く、
吊つ

り
目め

を
し
て
い
て
、
生な

ま

の

魚さ
か
なを
食た

べ
る
」
と
い
っ
た
あ
か
ら
さ
ま
な
差さ

別べ
つ

的て
き

記き

述じ
ゅ
つが
ご
く

当と
う

然ぜ
ん

の
よ
う
に
さ
れ
て
い
た
。

　

米べ
い

国こ
く

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州し

ゅ
うで
は
、
様さ

ま

々ざ
ま

な
法ほ

う

律り
つ

で
日に

っ

系け
い

移い

民み
ん

の
土と

地ち

所し
ょ

有ゆ
う

を
禁き

ん

止し

し
、
そ
の
子こ

供ど
も

を
公こ

う

立り
つ

小し
ょ
う

学が
っ

校こ
う

か
ら
追つ

い

放ほ
う

し
て
い
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ヒ
ュ
ー
ズ

首し
ゅ

相し
ょ
うは
、
選せ

ん

挙き
ょ

演え
ん

説ぜ
つ

の
中な

か

で
次つ

ぎ

の
よ
う
な
一い

っ

節せ
つ

を
述の

べ
て
い
る
。

　
我わ

れ

々わ
れ

の
主し

ゅ

た
る
綱こ

う

領り
ょ
うは
、
も
ち
ろ
ん
白し

ろ

い
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

だ
。
こ
れ
に
関か

ん

し
て
は
妥だ

協き
ょ
うの
余よ

地ち

は
な
い
。
働は

た
ら
き
者も

の

の
有ゆ

う

色し
ょ
く

人じ
ん

種し
ゅ

の
兄

き
ょ
う

弟だ
い

は
去さ

れ
。
戻も

ど
っ
て
く
る
な
。［
Ｐ
１
３
３
］

　

日に

本ほ
ん

は
有ゆ

う

色し
ょ
く

人じ
ん

種し
ゅ

の
先せ

ん

頭と
う

に
立た

っ
て
、
世せ

界か
い

の
人じ

ん

種し
ゅ

差さ

別べ
つ

撤て
っ

廃ぱ
い

を
目め

指ざ

さ
ね
ば
な
ら
な
い
宿

し
ゅ
く

命め
い

に
あ
っ
た
。

　

１
９
１
９
年ね

ん

、
第だ

い

一い
ち

次じ

大た
い

戦せ
ん

後ご

の
パ
リ
講こ

う

和わ

会か
い

議ぎ

に
お
い

て
は
、
米べ

い

国こ
く

ウ
ッ
ド
ロ
ー
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うは
、
永え

い

続ぞ
く

的て
き

な
平へ

い

和わ

の
基き

礎そ

と
し
て
、
国こ

っ

家か

の
平

び
ょ
う

等ど
う

、
権け

ん

利り

の
平

び
ょ
う

等ど
う

を
唱と

な

え
て
い
た
。
ウ
ィ
ル
ソ
ン
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うの
提て

い

唱し
ょ
うす
る
国こ

く

際さ
い

連れ
ん

盟め
い

の
構こ

う

築ち
く

こ
そ
、
人じ

ん

種し
ゅ

平び
ょ
う

等ど
う

の
原げ

ん

則そ
く

を
確か

く

立り
つ

す
る
絶ぜ

っ

好こ
う

の
機き

会か
い

で
あ

人じ
ん

種し
ゅ

平び
ょ
う

等ど
う

へ
の
戦た

た
か

い

１９９８年
ねん

９月
がつ

１２日
にち

版
ばん

る
と
日に

本ほ
ん

は
考か

ん
が
え
た
。

　
こ
の
パ
リ
講こ

う

和わ

会か
い

議ぎ

に
日に

本ほ
ん

は
、
最さ

い

高こ
う

の
メ
ン
バ
ー
を
全ぜ

ん

権け
ん

団だ
ん

と
し
て
送お

く

り
込こ

ん
だ
。
か
つ
て
の
首し

ゅ

相し
ょ
うで
あ
り
、
当と

う

代だ
い

の
指し

導ど
う

的て
き

政せ
い

治じ

家か

、
西さ

い

園お
ん

寺じ

公き
ん

望も
ち

公こ
う

爵し
ゃ
く、
外が

い

務む

大だ
い

臣じ
ん

を
務つ

と

め
た
牧ま

き

野の

伸の
ぶ

顕あ
き

男だ
ん

爵し
ゃ
くの
両

り
ょ
う

名め
い

で
あ
る
。

　

朝あ
さ

日ひ

新し
ん

聞ぶ
ん

は
、
パ
リ
に
向む

か
う
全ぜ

ん

権け
ん

団だ
ん

に
、
次つ

ぎ

の
よ
う
な

言こ
と

葉ば

を
贈お

く
っ
た
。

　

我わ
が

全ぜ
ん

権け
ん

が
最も

っ
と
も
注

ち
ゅ
う

意い

と
努ど

力り
ょ
くを
要よ

う

す
る
も
の
を
問と

は
ば
、

（
中

ち
ゅ
う

略り
ゃ
く）
人じ

ん

種し
ゅ

的て
き

均き
ん

等と
う

待た
い

遇ぐ
う

に
在あ

る
と
答こ

た
えふ
る
な
ら
ん
。（
中

ち
ゅ
う

略り
ゃ
く）
蓋け

だ

し
国こ

く

際さ
い

平へ
い

和わ

を
害が

い

し
、
四し

海か
い

兄け
い

弟て
い

主し
ゅ

義ぎ

を
打だ

破は

す
る

重じ
ゅ
う

大だ
い

な
る
要よ

う

素そ

は
、
人じ

ん

種し
ゅ

の
不ふ

均き
ん

等と
う

待た
い

遇ぐ
う

若も

し
く
は
人じ

ん

種し
ゅ

的て
き

軋あ
つ

轢れ
き

た
り
。（
中

ち
ゅ
う

略り
ゃ
く）
世せ

界か
い

人じ
ん

口こ
う

１
４
億お

く

５
千せ

ん

万ま
ん

中ち
ゅ
う９
億お

く

即
す
な
わ

ち
６
割わ

り

２
分ぷ

を
占し

め
る
有ゆ

う

色し
ょ
く

人じ
ん

種し
ゅ

の
為た

め
に
も
（
中

ち
ゅ
う

略り
ゃ
く）
真し

ん

実じ
つ

な
る
実じ

つ

現げ
ん

を
期き

せ
ず
可べ

か
ら
ず
。［
Ｐ
１
２
９
］

　

し
か
し
、
日に

本ほ
ん

側が
わ

は
パ
リ
で
欧お

う

米べ
い

諸し
ょ

国こ
く

の
代だ

い

表ひ
ょ
うと
接せ

っ

触し
ょ
くし

て
、
人じ

ん

種し
ゅ

平び
ょ
う

等ど
う

に
対た

い

す
る
反は

ん

発ぱ
つ

の
激は

げ

し
さ
に
直

ち
ょ
く

面め
ん

す
る
。
大だ

い

英え
い

帝て
い

国こ
く

代だ
い

表ひ
ょ
うロ
バ
ー
ト
・
セ
シ
ル
卿き

ょ
う
は
人じ

ん

種し
ゅ

平び
ょ
う

等ど
う

に
関か

ん

す
る

日に

本ほ
ん

案あ
ん

に
は
「
い
か
な
る
形け

い

式し
き

の
も
の
で
あ
ろ
う
と
も
、
イ

ギ
リ
ス
は
絶ぜ

っ

対た
い

に
同ど

う

意い

し
な
い
で
あ
ろ
う
」
と
語か

た

っ
た
。［
Ｐ

１
３
３
］

　

ま
た
ア
メ
リ
カ
に
関か

ん

し
て
も
、「
こ
ん
な
危き

険け
ん

な
（
人じ

ん

種し
ゅ

平
び
ょ
う

等ど
う

）
条

じ
ょ
う

項こ
う

を
含ふ

く

ん
で
い
る
規き

約や
く

を
批ひ

准じ
ゅ
んし
よ
う
と
い
う
夢ゆ

め

を

見み

る
よ
う
な
州し

ゅ
う
は
ア
メ
リ
カ
に
は
一ひ

と
つ
も
な
い
だ
ろ
う
」
と
言い

わ
れ
て
い
た
。

　

友ゆ
う

邦ほ
う

だ
と
思お

も
っ
て
い
た
欧お

う

米べ
い

諸し
ょ

国こ
く

の
激は

げ

し
い
抵て

い

抗こ
う

を
目ま

の
当あ

た
り
に
し
て
、
日に

本ほ
ん

側が
わ

は
直

ち
ょ
く

接せ
つ

、
国こ

く

際さ
い

連れ
ん

盟め
い

委い

員い
ん

会か
い

に
訴う

っ
た
え

る
こ
と
に
し
た
。
ア
メ
リ
カ
代だ

い

表ひ
ょ
うの
ハ
ウ
ス
大た

い

佐さ

は
「
ジ
ャ
ッ

プ
に
は
絶ぜ

っ

対た
い

に
喋し

ゃ
べ
ら
せ
な
い
」
と
策さ

く

略り
ゃ
くを
め
ぐ
ら
せ
て
い
た
が
、

２
月が

つ

１
３
日に

ち

の
国こ

く

際さ
い

連れ
ん

盟め
い

委い

員い
ん

会か
い

に
お
い
て
、
牧ま

き

野の

男だ
ん

爵し
ゃ
くは

起き

立り
つ

し
て
日に

本ほ
ん

側が
わ

の
提て

い

案あ
ん

を
正せ

い

式し
き

に
表

ひ
ょ
う

明め
い

し
た
。

　

牧ま
き

野の

は
先さ

き

の
大た

い

戦せ
ん

に
お
い
て
、異こ

と

な
る
人じ

ん

種し
ゅ

が
と
も
に
戦た

た
かい
、

互た
が

い
に
助た

す

け
合あ

え
る
事こ

と

を
証

し
ょ
う

明め
い

し
、
こ
の
「
同ど

う

情じ
ょ
う

感か
ん

謝し
ゃ

の
念ね

ん

が
相そ

う

互ご

の
連れ

ん

鎖さ

を
固か

た

め
た
」
と
し
て
、
新あ

た
ら
し
い
国こ

く

際さ
い

連れ
ん

盟め
い

の

規き

約や
く

に
次つ

ぎ

の
条

じ
ょ
う

項こ
う

を
加く

わ

え
る
こ
と
を
提て

い

案あ
ん

し
た
。

　

各か
く

国こ
く

民み
ん

均き
ん

等と
う

の
主し

ゅ

権け
ん

は
国こ

く

際さ
い

連れ
ん

盟め
い

の
基き

本ほ
ん

的て
き

綱こ
う

領り
ょ
うな
る
に

よ
り
、
締て

い

結け
つ

国こ
く

は
な
る
べ
く
速す

み

や
か
に
連れ

ん

盟め
い

員い
ん

た
る
国こ

っ

家か

に
お

け
る
一い

っ

切さ
い

の
外が

い

国こ
く

人じ
ん

た
対た

い

し
、
如い

何か

な
る
点て

ん

に
つ
い
て
も
均き

ん

等と
う

公こ
う

正せ
い

の
待た

い

遇ぐ
う

を
与あ

た

え
、
人じ

ん

種し
ゅ

あ
る
い
は
国こ

く

籍せ
き

の
如い

何か
ん

に
よ
り
、

法ほ
う

律り
つ

上じ
ょ
うあ
る
い
は
事じ

実じ
つ

上じ
ょ
う

何な
ん

ら
差さ

別べ
つ

を
設も

う

け
ざ
る
事こ

と

を
約や

く

す

［
Ｐ
１
３
４
］

　

イ
ギ
リ
ス
の
セ
シ
ル
卿き

ょ
う
は
、
こ
れ
は
「
極

き
ょ
く

度ど

に
深し

ん

刻こ
く

な
難な

ん

題だ
い

」を
生う

む
の
で
、討と

う

議ぎ

を
い
っ
さ
い
延え

ん

期き

す
べ
き
だ
と
語か

た
っ
た
。

中ち
ゅ
う

国ご
く

代だ
い

表ひ
ょ
うの
顧こ

維い

鈞き
ん

は
、
自じ

分ぶ
ん

は
こ
の
問も

ん

題だ
い

に
「
深ふ

か

い
関か

ん

心し
ん

」

を
持も

っ
て
お
り
、
日に

本ほ
ん

の
提て

い

案あ
ん

に
「
全ぜ

ん

幅ぷ
く

の
同ど

う

情じ
ょ
う」
を
表

ひ
ょ
う

明め
い

す

る
と
述の

べ
た
。

　

ウ
ィ
ル
ソ
ン
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うは
、
自み

ず
か
ら
重

じ
ゅ
う

大だ
い

な
困こ

ん

難な
ん

を
招ま

ね

い
た
事こ

と

を

悟さ
と

り
、
会か

い

議ぎ

を
延え

ん

期き

し
て
、
翌よ

く

日じ
つ

ワ
シ
ン
ト
ン
に
帰か

え
っ
て
し
ま
っ

た
。
そ
し
て
日に

本ほ
ん

案あ
ん

を
無む

視し

し
た
形か

た
ちで
、
連れ

ん

盟め
い

規き

約や
く

案あ
ん

を
印い

ん

刷さ
つ

し
て
配は

い

布ふ

し
た
。
こ
の
案あ

ん

文ぶ
ん

を
見み

た
も
の
は
、
人じ

ん

種し
ゅ

平び
ょ
う

等ど
う

に
関か

ん

す
る
日に

本ほ
ん

の
提て

い

案あ
ん

が
行お

こ
なわ
れ
た
こ
と
な
ど
、
知し

る
由よ

し

も
な

か
っ
た
。

　

日に

本ほ
ん

と
そ
の
支し

持じ

グ
ル
ー
プ
は
、
ペ
テ
ン
師し

的て
き

な
手て

口ぐ
ち

に
激げ

き

怒ど

し
た
が
、
牧ま

き

野の

男だ
ん

爵し
ゃ
くは
怒い

か

り
を
押お

さ
え
て
、
日に

本ほ
ん

は
人じ

ん

種し
ゅ

問も
ん

題だ
い

を
世せ

界か
い

に
と
っ
て
基き

本ほ
ん

的て
き

な
重

じ
ゅ
う

要よ
う

事じ

項こ
う

と
考か

ん
が
え
る
が
ゆ
え

に
、
最も

っ
と
も
早は

や

い
機き

会か
い

に
修

し
ゅ
う

正せ
い

案あ
ん

を
提て

い

出し
ゅ
つす
る
、
と
発は

っ

表ぴ
ょ
うし
た
。

　

日に

本ほ
ん

代だ
い

表ひ
ょ
う

団だ
ん

は
、
原げ

ん

案あ
ん

で
は
と
う
て
い
採さ

い

択た
く

の
見み

込こ

み
は

な
い
と
し
て
、「
人じ

ん

種し
ゅ

」
と
い
う
言こ

と

葉ば

を
削さ

く

除じ
ょ

し
て
、「
国こ

っ

家か

平び
ょ
う

等ど
う

の
原げ

ん

則そ
く

と
国こ

く

民み
ん

の
公こ

う

正せ
い

な
処し

ょ

遇ぐ
う

」
の
支し

持じ

を
求も

と

め
る
修

し
ゅ
う

正せ
い

案あ
ん

を
作さ

く

成せ
い

し
た
。
こ
の
提て

い

案あ
ん

に
関か

ん

す
る
最さ

い

終し
ゅ
う

決け
っ

定て
い

は
、
４

月が
つ

１
１
日に

ち

の
国こ

く

際さ
い

連れ
ん

盟め
い

委い

員い
ん

会か
い

に
お
い
て
、
ワ
シ
ン
ト
ン
か
ら

戻も
ど
っ
た
ウ
ィ
ル
ソ
ン
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うを
議ぎ

長ち
ょ
うと
し
て
行お

こ
なわ
れ
た
。

　

日に

本ほ
ん

代だ
い

表ひ
ょ
うは
、
今こ

ん

回か
い

文ぶ
ん

言げ
ん

を
緩か

ん

和わ

し
た
修

し
ゅ
う

正せ
い

案あ
ん

は
、
国こ

く

民み
ん

の
平

び
ょ
う

等ど
う

と
各か

く

人じ
ん

の
公こ

う

正せ
い

な
待た

い

遇ぐ
う

の
原げ

ん

則そ
く

を
正せ

い

式し
き

に
確か

く

認に
ん

す
る

以い

外が
い

の
事こ

と

を
求も

と

め
て
は
い
な
い
、
と
し
、
移い

民み
ん

制せ
い

限げ
ん

の
問も

ん

題だ
い

と

は
関か

ん

係け
い

の
な
い
事こ

と

を
表

ひ
ょ
う

明め
い

し
た
。

　

そ
し
て
こ
の
原げ

ん

則そ
く

を
拒き

ょ

否ひ

す
る
こ
と
は
、「
連れ

ん

盟め
い

加か

盟め
い

国こ
く

の

平び
ょ
う

等ど
う

が
認み

と

め
ら
れ
な
い
こ
と
」
を
示し

め

す
と
主し

ゅ

張ち
ょ
うし
た
。「
問も

ん

題だ
い

提て
い

起き

は
見み

事ご
と

に
行お

こ
な
わ
れ
、
満ま

ん

場じ
ょ
うの
支し

持じ

を
得え

た
よ
う
に
思お

も

わ
れ
た
」
と
ア
メ
リ
カ
代だ

い

表ひ
ょ
うの
一ひ

と

人り

は
記き

録ろ
く

し
て
い
る
。
そ
の

他ほ
か

の
参さ

ん

加か

者し
ゃ

も
、「
説せ

っ

得と
く

力り
ょ
くが
あ
り
」「
威い

厳げ
ん

に
富と

み
」「
賞

し
ょ
う

賛さ
ん

に
値あ

た
いし
」
な
ど
と
記し

る

し
て
い
る
。

　
フ
ラ
ン
ス
代だ

い

表ひ
ょ
うの
レ
オ
ン
・
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
上

じ
ょ
う

院い
ん

議ぎ

員い
ん

は
「
正せ

い

義ぎ

と
い
う
論ろ

ん

争そ
う

の
余よ

地ち

の
な
い
原げ

ん

則そ
く

」
を
具ぐ

現げ
ん

す
る
こ
の
案あ

ん

を

拒き
ょ

否ひ

す
る
こ
と
は
不ふ

可か

能の
う

で
あ
ろ
う
と
主し

ゅ

張ち
ょ
うし
、
さ
ら
に
中

ち
ゅ
う

国ご
く

、
ギ
リ
シ
ア
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
の
代だ

い

表ひ
ょ
うが
強

き
ょ
う

力り
ょ
くな
賛さ

ん

成せ
い

演え
ん

説ぜ
つ

を
行

お
こ
な
っ
た
。

　

日に

本ほ
ん

全ぜ
ん

権け
ん

団だ
ん

の
要よ

う

求き
ゅ
うに
よ
り
投と

う

票ひ
ょ
うが
行お

こ
な
わ
れ
、
日に

本ほ
ん

案あ
ん

は

１
６
票

ひ
ょ
う

中ち
ゅ
う１
１
票ぴ

ょ
うの
圧あ

っ

倒と
う

的て
き

賛さ
ん

成せ
い

を
得え

た
。
し
か
し
、
議ぎ

長
ち
ょ
う

席せ
き

の
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
、
全ぜ

ん

会か
い

一い
っ

致ち

の
賛さ

ん

成せ
い

が
得え

ら
れ
な
か
っ
た

の
で
採さ

い

択た
く

さ
れ
な
い
、
と
宣せ

ん

言げ
ん

し
て
、
参さ

ん

加か

者し
ゃ

を
驚お

ど
ろ
か
せ
た
。

そ
れ
ま
で
の
２
回か

い

の
票

ひ
ょ
う

決け
つ

は
全ぜ

ん

会か
い

一い
っ

致ち

の
規き

則そ
く

は
適て

き

用よ
う

さ
れ
て

い
な
か
っ
た
の
に
、
と
フ
ラ
ン
ス
の
代だ

い

表ひ
ょ
う

団だ
ん

は
抗こ

う

議ぎ

を
行

お
こ
な
っ
た
。

　

し
か
し
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
、「
わ
れ
わ
れ
の
一い

ち

部ぶ

に
と
っ
て
は
あ

ま
り
に
も
障

し
ょ
う

害が
い

が
あ
る
の
で
、
規き

約や
く

に
そ
れ
を
挿そ

う

入に
ゅ
うす
る
事こ

と

は

で
き
な
い
」、
と
言い

っ
た
。
そ
し
て
急い

そ

い
で
次つ

ぎ

の
議ぎ

題だ
い

に
進す

す

も
う

と
し
た
が
、
牧ま

き

野の

男だ
ん

爵し
ゃ
くは
そ
れ
を
さ
え
ぎ
っ
て
、
大お

お

い
に
遺い

憾か
ん

で
あ
る
が
、
こ
の
会か

い

議ぎ

で
過か

半は
ん

数す
う

の
賛さ

ん

成せ
い

票ひ
ょ
うが
あ
っ
た
こ
と
を

議ぎ

事じ

録ろ
く

に
明め

い

確か
く

に
記き

述じ
ゅ
つす
る
よ
う
要よ

う

求き
ゅ
うし
た
。［
Ｐ
１
４
４
］

　

日に

本ほ
ん

の
人じ

ん

種し
ゅ

平び
ょ
う

等ど
う

条じ
ょ
う

項こ
う

の
提て

い

案あ
ん

と
そ
の
失し

っ

敗ぱ
い

は
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
、
イ
ン
ド
、
エ
ジ
プ
ト
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
な
ど
世せ

界か
い

各か
く

地ち

に
お
け
る
独ど

く

立り
つ

運う
ん

動ど
う

を
刺し

激げ
き

し
た
。

　

ア
メ
リ
カ
で
は
特と

く

に
第だ

い

一い
ち

次じ

大た
い

戦せ
ん

に
参さ

ん

加か

し
た
黒こ

く

人じ
ん

兵へ
い

た

ち
が
完か

ん

全ぜ
ん

な
市し

民み
ん

権け
ん

を
要よ

う

求き
ゅ
うし
て
い
た
が
、
自じ

国こ
く

の
政せ

い

府ふ

が

人じ
ん

種し
ゅ

平び
ょ
う

等ど
う

の
原げ

ん

則そ
く

を
支し

持じ

し
な
か
っ
た
こ
と
に
怒お

こ
っ
た
。
こ
の

年と
し

の
６
月が

つ

か
ら
９
月が

つ

に
か
け
て
、
シ
カ
ゴ
、
ノ
ッ
ク
ス
ヴ
ィ
ル
、

オ
マ
ハ
、
そ
れ
に
首し

ゅ

都と

ワ
シ
ン
ト
ン
で
大だ

い

規き

模ぼ

な
黒こ

く

人じ
ん

暴ぼ
う

動ど
う

が

発は
っ

生せ
い

し
た
。
警け

い

察さ
つ

、
陸り

く

軍ぐ
ん

、
州

し
ゅ
う

兵へ
い

が
動ど

う

員い
ん

さ
れ
、
１
０
０
人に

ん

以い

上じ
ょ
うの
死し

亡ぼ
う

、
数す

う

万ま
ん

人に
ん

の
負ふ

傷し
ょ
う

者し
ゃ

が
出で

た
。［
Ｐ
１
５
２
］

　

報ほ
う

知ち

新し
ん

聞ぶ
ん

は
次つ

ぎ

の
よ
う
に
述の

べ
た
。

　
ア
メ
リ
カ
の
人じ

ん

種し
ゅ

紛ふ
ん

争そ
う

は
文ぶ

ん

明め
い

世せ

界か
い

に
と
っ
て
不ふ

名め
い

誉よ

な
こ

と
で
あ
り
、
も
し
も
ア
メ
リ
カ
が
他た

の
国く

に

々ぐ
に

に
正せ

い

義ぎ

と
人じ

ん

道ど
う

の

原げ
ん

則そ
く

を
説せ

っ

教き
ょ
うし
た
い
の
な
ら
ば
、
ま
ず
自じ

国こ
く

内な
い

の
人じ

ん

種し
ゅ

問も
ん

題だ
い

を
解か

い

決け
つ

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

ウ
ィ
ル
ソ
ン
大だ

い

統と
う

領り
ょ
う

自じ

身し
ん

が
提て

い

唱し
ょ
うし
た
国こ

く

際さ
い

連れ
ん

盟め
い

に
ア
メ

リ
カ
は
参さ

ん

加か

し
な
か
っ
た
。
そ
の
主し

ゅ

た
る
理り

由ゆ
う

が
国こ

っ

家か

主し
ゅ

権け
ん

と
人じ

ん

種し
ゅ

差さ

別べ
つ

と
の
関か

ん

係け
い

だ
っ
た
。「
日に

本ほ
ん

人じ
ん

や
中

ち
ゅ
う

国ご
く

人じ
ん

や
イ
ン

ド
人じ

ん

の
労ろ

う

働ど
う

力り
ょ
くが
洪こ

う

水ず
い

の
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
に
流な

が

れ
込こ

む
の
を

他た

国こ
く

の
決け

っ

定て
い

に
ゆ
だ
ね
る
用よ

う

意い

が
わ
れ
わ
れ
に
あ
る
の
だ
ろ
う

か
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

１
９
２
２
年ね

ん

に
は
連れ

ん

邦ぽ
う

最さ
い

高こ
う

裁さ
い

判ば
ん

所し
ょ

は
、
日に

本ほ
ん

か
ら
の
移い

民み
ん

は
ア
メ
リ
カ
の
市し

民み
ん

と
な
る
資し

格か
く

が
な
い
と
判は

ん

断だ
ん

し
、
翌よ

く

年と
し

に
は
日に

本ほ
ん

人じ
ん

移い

民み
ん

が
ア
メ
リ
カ
の
土と

地ち

を
所し

ょ

有ゆ
う

す
る
こ
と
を
禁き

ん

止し

す
る
判は

ん

決け
つ

を
下く

だ

し
た
。
続つ

づ

い
て
議ぎ

会か
い

も
、
１
９
２
４
年ね

ん

移い

民み
ん

法ほ
う

を
制せ

い

定て
い

し
て
、
ア
ジ
ア
人じ

ん

と
大だ

い

部ぶ

分ぶ
ん

の
非ひ

白は
く

人じ
ん

に
対た

い

し

て
門も

ん

を
閉と

ざ
し
、
日に

っ

系け
い

移い

民み
ん

を
禁き

ん

止し

し
た
。
現げ

ん

代だ
い

ア
メ
リ
カ

の
著ち

ょ

名め
い

な
生せ

い

物ぶ
つ

学が
く

者し
ゃ

ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
ジ
ェ
イ
・
グ
ー
ル
ド
は

こ
れ
を
「
ア
メ
リ
カ
の
歴れ

き

史し

に
お
け
る
科か

学が
く

的て
き

人じ
ん

種し
ゅ

主し
ゅ

義ぎ

の
最さ

い

大だ
い

の
勝

し
ょ
う

利り

」
と
呼よ

ん
だ
。

　
こ
の
移い

民み
ん

法ほ
う

こ
そ
日に

ち

米べ
い

間か
ん

の
摩ま

擦さ
つ

を
引ひ

き
起お

こ
し
た
最さ

い

初し
ょ

の

動う
ご

き
で
あ
っ
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
政せ

い

府ふ

高こ
う

官か
ん

は
次つ

ぎ

の
よ
う

な
予よ

言げ
ん

を
し
て
い
る
。

　※これを読
よ

めば自
し

然
ぜん

に、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

に関
かん

心
しん

がもてるよ
うな話

はなし

を毎
まいしゅう

週掲
けいさい

載しています。よ
り多

おお

くの二
に

世
せい

の方
かた

や日
に

本
ほん

語
ご

学
がくしゅう

習
者
しゃ

に読
よ

んでもらい、少
すこ

しでも日
に

本
ほん

に興
きょう

味
み

を持
も

ってもらえるよう、
最

も

寄
よ

りの日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校や日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

の掲
けい

示
じ

板
ばん

に張
は

ったり、普
ふ

段
だん

は邦
ほう

字
じ

紙
し

を読
よ

んでいない兄
きょうだい

弟や子
こ

や
孫
まご

などに記
きじ

事を紹
しょうかい

介してくださ
い。            （ニッケイ新

しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

（３） ２０１９年第５３４７号 	１０月	１２日	（土曜日）

　

白は
く

人じ
ん

が
自じ

発は
つ

的て
き

に
有ゆ

う

色し
ょ
く

人じ
ん

種し
ゅ

を
対た

い

等と
う

の
者も

の

と
し
て
受う

け

入い

れ
る
こ
と
は
決け

っ

し
て
な
い
の
だ
か
ら
、
人じ

ん

種し
ゅ

的て
き

劣れ
っ

等と
う

と
い

う
憎に

く

む
べ
き
汚お

名め
い

を
除じ

ょ

去き
ょ

す
る
た
め
に
は
力ち

か
らに
よ
る
ほ
か
は

な
い
。（
中

ち
ゅ
う

略り
ゃ
く）
潜せ

ん

在ざ
い

的て
き

な
世せ

界か
い

的て
き

混こ
ん

乱ら
ん

が
予よ

想そ
う

さ
れ
る
し
、

１
．
人じ

ん

種し
ゅ

差さ

別べ
つ

撤て
っ

廃ぱ
い

へ
の

　
　

日に

本ほ
ん

の
宿し

ゅ
く

命め
い

や
が
て
欧お

う

米べ
い

世せ

界か
い

に
重

じ
ゅ
う

大だ
い

な
結け

っ

果か

を
招

し
ょ
う

来ら
い

す
る

お
そ
れ
が
あ
る
。［
Ｐ

１
６
２
］

　
こ
の
予よ

言げ
ん

は
、
や
が
て

大だ
い

東と
う

亜あ

戦せ
ん

争そ
う

と
し
て
現げ

ん

実じ
つ

の
も
の
と
な
っ
て
い
く
。

【
参さ

ん

考こ
う

文ぶ
ん

献け
ん

】

（
１
）
国こ

っ

家か

と
人じ

ん

種し
ゅ

偏へ
ん

見け
ん

、
ポ
ー
ル・ゴ
ー
ド
ン・

ロ
ー
レ
ン
、
Ｔ
Ｂ
Ｓ
ブ
リ

タ
ニ
カ
，
＇
９
５

２
．
国こ

く

際さ
い

連れ
ん

盟め
い

へ
の
期き

待た
い

３
．
人じ

ん

種し
ゅ

平び
ょ
う

等ど
う

条じ
ょ
う

項こ
う

提て
い

案あ
ん

４
．
ウ
ィ
ル
ソ
ン
大だ

い

統と
う

領り
ょ
う

の
逃と

う

亡ぼ
う

５
．
国こ

く

民み
ん

平び
ょ
う

等ど
う

の
原げ

ん

則そ
く

を

６
．
葬ほ

う
む

ら
れ
た
賛さ

ん

成せ
い

決け
つ

議ぎ

７
．
激げ

き

化か

す
る
人じ

ん

種し
ゅ

紛ふ
ん

争そ
う

８
．
世せ

界か
い

的て
き

混こ
ん

乱ら
ん

が
予よ

想そ
う

さ
れ
る

母
校
生
徒
ら
「
誇
ら
し
い
」

企
業
人
と
し
て
の
受
賞
に
誇
り

グ
レ
タ
さ
ん
受
賞
逃
す

両
陛
下
、
英
ア
ン
王
女
と
懇
談

ラ
グ
ビ
ー
観
戦
で
来
日

バ
イ
オ
リ
ン
演
奏
で
漁
師
激
励

震
災
被
災
地
に
千
住
さ
ん

「
果
物
送
る
」
詐
欺
防
止
を

ノーベル科学賞ノーベル科学賞

ノーベル平和賞

　
【
共
同
】
旭
化
成
の
吉
野

彰
名
誉
フ
ェロ
ー
（
７
１
）
の

出
身
地
、
大
阪
で
は
１
０
日
、

ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
の
受
賞
決

定
に
、
母
校
の
在
校
生
や
在

籍
す
る
研
究
所
の
関
係
者
が

「
誇
ら
し
い
」「
研
究
者
に
な
っ

て
社
会
貢
献
し
た
い
」
と
喜

び
の
声
を
次
々
と
上
げ
た
。

　

大
阪
府
立
北
野
高
（
大
阪

市
淀
川
区
）
で
は
卒
業
生
が

急
き
ょ
作
成
し
た
と
い
う
「
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と

書
か
れ
た
横
断
幕
を
正
門
に

設
置
。
登
校
し
た
１
年
の
倉

崎
聡
さ
ん
（
１
６
）
は
「
本

当
に
誇
ら
し
い
。
化
学
へ
の
興

味
が
強
く
な
っ
た
」
と
笑
顔

で
話
し
た
。

　

化
学
研
究
部
員
で
１
年
の

山
上
佳
向
子
さ
ん
（
１
６
）

は
「
普
段
意
識
し
な
い
身
近

な
と
こ
ろ
に
偉
大
な
研
究
が

隠
れ
て
い
る
と
知
っ
た
。
私
も

研
究
の
道
に
進
み
、（
吉
野
さ

ん
の
）
背
中
を
追
い
掛
け
た

い
」。
部
を
引
退
し
て
後
輩
を

見
守
る
３
年
の
柏
木
亮
宥
さ
ん

（
１
８
）は「
会
見
で
出
た『
執

着
心
が
大
事
』
と
い
う
趣
旨

の
言
葉
が
響
い
た
。
失
敗
が

多
い
と
諦
め
そ
う
に
な
る
が
、

　
【
共
同
】
今
年
の
ノ
ー
ベ

ル
化
学
賞
に
決
ま
っ
た
旭
化

成
の
吉
野
彰
名
誉
フ
ェ
ロ
ー

（
７
１
）
は
、
大
学
な
ど
の

学
術
研
究
機
関
に
比
べ
、
賞

獲
得
で
不
利
と
さ
れ
る
企
業

人
と
し
て
の
偉
業
達
成
に「
泥

く
さ
い
仕
事
だ
が
、
製
品
を

世
に
出
す
こ
と
で
世
の
中
を

変
え
た
」
と
胸
を
張
っ
た
。

　

共
同
通
信
と
の
単
独
取
材

な
ど
で
吉
野
氏
は
「
学
術
界

で
は
論
文
と
い
う
手
段
で
自

ら
の
仕
事
を
世
に
示
す
こ
と

が
で
き
る
。
企
業
人
は
開
発

段
階
で
そ
れ
が
や
り
に
く
い
」

と
吐
露
。「
人
の
目
に
つ
き
に

く
い
特
許
出
願
と
い
う
形
で

証
拠
を
残
す
し
か
な
い
」
と

し
て
、
受
賞
レ
ー
ス
で
ハ
ン

デ
ィ
を
負
っ
て
い
る
と
指
摘
し

た
。

　
【
オ
ス
ロ
共
同
】
１
１
日
発

表
さ
れ
た
今
年
の
ノ
ー
ベ
ル

平
和
賞
で
、
英
国
の
ブ
ッ
ク

メ
ー
カ
ー
（
賭
け
屋
）
の
予

想
で
最
有
力
候
補
と
目
さ
れ

て
い
た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
グ
レ

タ・
ト
ゥ
ン
ベ
リ
さ
ん
（
１
６
）

は
受
賞
を
逃
し
た
。
地
球
温

暖
化
阻
止
を
訴
え
る
活
動
歴

が
短
い
こ
と
が
壁
に
な
っ
た

出
身
地
大
阪
、
歓
喜
の
声

吉
野
氏
「
泥
く
さ
い
仕
事
」

短
い
活
動
歴
が
壁
か

粘
り
強
く
取
り
組
む
こ
と
の

大
切
さ
を
教
え
て
も
ら
っ
た
」

と
力
強
く
語
っ
た
。

　

母
校
の
大
阪
府
吹
田
市
立

第
一
中
で
は
、
朝
の
ホ
ー
ム

ル
ー
ム
で
教
師
が
受
賞
決
定

を
告
げ
る
と
、
生
徒
か
ら
拍

手
が
起
き
た
。

　

吉
野
さ
ん
が
理
事
長
を
務

め
る
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池

材
料
評
価
研
究
セ
ン
タ
ー（
大

阪
府
池
田
市
）
で
は
、
吉
村

秀
明
専
務
理
事
ら
が
「
若
い

研
究
者
の
発
奮
材
料
に
な
る
」

と
喜
ん
だ
。
吉
野
さ
ん
は
週

１
回
セ
ン
タ
ー
に
来
て
会
議

に
出
席
す
る
ほ
か
、
若
手
研

究
者
の
報
告
を
聞
く
の
が
定

例
。
研
究
へ
の
姿
勢
と
し
て

「
Ｎ
ｏ　

ｆ
ｕ
ｎ　

Ｎ
ｏ　

ｗ
ｉ
ｎ
」（
楽
し
ま
な
け
れ
ば

勝
利
は
な
い
）
と
話
し
て
い
る

と
い
う
。

　

受
賞
発
表
直
前
の
９
日
午

前
も
会
議
に
出
席
。「（
今
年

は
）
微
妙
か
も
し
れ
ん
か
ら

帰
る
わ
」
と
発
表
に
備
え
、

い
つ
も
よ
り
早
く
昼
前
に
東

京
に
戻
っ
た
。
吉
村
専
務
理

事
は
「
本
人
は
『
今
年
は
あ

る
ん
じ
ゃ
な
い
か
』
と
い
う
期

待
が
あ
っ
た
の
で
は
」
と
振
り

返
っ
た
。

　

今
年
６
月
に
は
欧
州
特
許

庁
か
ら
、
発
明
家
賞
を
授

与
さ
れ
た
。「
権
威
あ
る
特

許
庁
か
ら
『
こ
い
つ
が
最
初
』

と
認
め
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
、

ノ
ー
ベ
ル
賞
の
選
考
に
影
響

し
た
か
も
し
れ
な
い
」
と
振

り
返
る
。「
学
術
研
究
か
ら
こ

ん
な
に
遠
い
分
野
で
も
ち
ゃ

ん
と
評
価
し
て
も
ら
え
た
。

企
業
で
研
究
す
る
若
い
人
の

刺
激
、
励
み
に
な
っ
た
の
で
は

な
い
か
」
と
表
情
を
緩
め
た
。

　

吉
野
氏
は
大
学
な
ど
の
研

究
に
は
企
業
と
は
違
う
基
礎

を
担
う
役
割
が
あ
る
と
考
え

る
。「
基
礎
研
究
は
９
割
が

役
に
立
た
ず
に
終
わ
る
。
で

も
そ
れ
は
企
業
と
は
研
究
に

対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
が
違
う

だ
け
だ
」と
学
術
界
に
も
エ
ー

ル
を
送
っ
た
。

可
能
性
が
あ
る
。

　

グ
レ
タ
さ
ん
が
今
年
受
賞

し
て
い
れ
ば
、
２
０
１
４
年

に
１
７
歳
で
受
賞
し
た
パ
キ

ス
タ
ン
の
マ
ラ
ラ
・
ユ
ス
フ
ザ

イ
さ
ん
を
抜
き
、
ノ
ー
ベ
ル

賞
全
体
を
通
じ
て
史
上
最
年

少
と
な
る
は
ず
だ
っ
た
。
マ
ラ

ラ
さ
ん
も
１
３
年
の
有
力
候

補
に
挙
が
っ
て
い
た
が
、
同
年

は
受
賞
を
逃
し
、
翌
年
栄
誉

に
輝
い
た
。

　

グ
レ
タ
さ
ん
は
１
５
歳

だ
っ
た
昨
年
８
月
、
両
親
の

反
対
を
押
し
切
っ
て
首
都
ス

ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
の
議
会
前
で
、

１
人
で
座
り
込
み
を
開
始
。

多
く
の
若
者
の
共
感
を
呼
び
、

各
国
で
の
デ
モ
の
火
付
け
役

に
な
っ
た
。

　

ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
ノ
ー
ベ
ル
賞

委
員
会
の
レ
イ
ス
ア
ン
デ
ル

セ
ン
委
員
長
は
他
の
有
力
候

補
に
つ
い
て
記
者
団
に
問
わ
れ

「
私
は
コ
メ
ン
ト
し
ま
せ
ん
」

と
語
っ
た
。
誰
が
推
薦
し
た

か
や
、
誰
が
候
補
に
な
っ
た

か
な
ど
の
選
考
過
程
は
５
０

年
間
秘
密
と
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

　
【
共
同
】
天
皇
、
皇
后
両

陛
下
は
１
１
日
、
ラ
グ
ビ
ー・

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
（
Ｗ
杯
）

を
観
戦
す
る
た
め
に
来
日
し

　
【
共
同
】
東
日
本
大
震
災
と

東
京
電
力
福
島
第
１
原
発
事

故
で
被
災
し
、
７
月
に
復
旧

し
た
福
島
県
富
岡
町
の
富
岡

漁
港
で
１
１
日
、
バ
イ
オ
リ
ニ

ス
ト
千
住
真
理
子
さ
ん
が
漁

業
関
係
者
を
激
励
す
る
演
奏

会
を
開
い
た
。
幻
の
名
器
ス

ト
ラ
デ
ィ
バ
リ
ウ
ス
「
デ
ュ
ラ

ン
テ
ィ
」
の
音
色
に
、
約
２
０

人
の
漁
師
ら
が
聞
き
入
っ
た
。

　

大
漁
旗
が
掲
げ
ら
れ
た
平

屋
の
集
会
場
で
、
千
住
さ
ん
は

「
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
、
体
中
で

音
を
吸
い
込
む
よ
う
に
聞
い
て

ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
バ
ッ

ハ
の
「
Ｇ
線
上
の
ア
リ
ア
」
や

「
浜
辺
の
歌
」
な
ど
７
曲
を

演
奏
す
る
と
、
感
動
し
て
涙

ぐ
む
女
性
の
姿
も
あ
っ
た
。

　

漁
師
の
寺
島
浩
之
さ
ん

（
５
６
）
＝
同
県
新
地
町
＝

は
「
初
め
て
バ
イ
オ
リ
ン
演
奏

を
生
で
聞
い
た
が
、
心
に
響
き

胸
が
熱
く
な
っ
た
。
明
日
か
ら

ま
た
が
ん
ば
っ
ぺ
」
と
笑
顔
で

話
し
た
。

　

千
住
さ
ん
は
東
日
本
大
震

災
の
被
災
地
で
の
支
援
演
奏

会
を
過
去
に
も
開
い
て
お
り
、

同
港
復
旧
の
報
を
知
り
、
開

催
を
企
画
し
た
。

　
【
共
同
】
警
視
庁
神
田
署
は

１
１
日
、
親
族
を
装
い
「
果

物
を
送
る
」
な
ど
と
高
齢
者

に
電
話
を
か
け
て
金
品
を
だ

ま
し
取
る
特
殊
詐
欺
被
害
を

防
ご
う
と
、
地
域
住
民
を
招

い
て
集
会
を
開
い
た
。
劇
団
俳

優
ら
が
寸
劇
を
披
露
し
、
詐

欺
電
話
を
か
け
る
「
か
け
子
」

役
や
被
害
者
役
が
実
際
に
あ
っ

た
や
り
と
り
を
再
現
し
た
。

て
い
る
英
国
の
ア
ン
王
女
夫

妻
を
住
ま
い
の
赤
坂
御
所
に

招
き
、
懇
談
さ
れ
た
。

　

車
寄
せ
で
出
迎
え
た
天
皇

陛
下
は
、
笑
顔
で
握
手
し
、

言
葉
を
交
わ
し
て
い
た
。
ア

ン
王
女
は
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王

の
長
女
。
陛
下
は
英
国
オ
ッ

ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
留
学
中
に

面
識
が
あ
る
。
皇
后
さ
ま
は

今
回
が
初
対
面
と
い
う
。

　

ア
ン
王
女
は
１
３
日
に
日

本
―
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
戦
へ
足

を
運
ぶ
予
定
。
馬
術
選
手
と

し
て
１
９
７
６
年
の
モ
ン
ト

リ
オ
ー
ル
五
輪
に
出
場
し
た

こ
と
も
あ
る
。
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Fortíssimo tufão deverá atingir 
várias regiões do Japão neste fim 
de semana

Estas notícias são produzidas pela 
NHK WORLD-JAPAN.
nhk.jp/portuguese

Fortíssimo Tufão (11/10/2019)

Um dos mais fortes tu-
fões do ano deverá atingir 
amplas áreas da parte leste 
do Japão neste fim de se-
mana, incluindo Tóquio. A 
Agência de Meteorologia 
do Japão disse que o tu-
fão Hagibis poderá causar 
quedas de chuvas sem pre-
cedentes. As autoridades 
estão exortando a popula-
ção a se preparar anteci-
padamente e proteger suas 

vidas.
Yasushi Kajihara, funcio-
nário da agência, disse o 
seguinte: “O tufão poderá 
atingir as regiões de Tokai 
ou Kanto no sábado, e per-
manecer extremamente 
potente. Além dos fortes 
ventos e altas ondas, esta-
mos vendo a possibilida-
de de ocorrer chuvas sem 
precedentes por volta da 
região de Kanto”.

Funcionários da agência 
meteorológica classifica-
ram o tufão Hagibis como 
“muito forte”. O tufão está 
se movendo para o norte 
sobre o Pacífico rumo a 
Honshu, a ilha principal do 
Japão.
O tufão Hagibis pode se 
igualar a um outro tufão 
que matou mais de 1.200 
pessoas na região de Kanto 
e no arquipélago de Izu em 

1958.
A agência de meteorolo-
gia está se preparando para 
emitir alertas de emergên-
cia para chuvas torrenciais.
O tufão deverá aumentar 
ao longo da costa do Pacífi-
co na parte leste de Honshu 
entre sábado e domingo. A 
previsão é que haja chuvas 
torrenciais entre sexta-fei-
ra e domingo, com altos 
riscos de inundações e des-
lizamentos de terra.

Tenista Naomi Osaka escolhe nacionalidade 
japonesa para competir nos Jogos Olímpicos

Naomi Osaka (11/10/2019)

A estrela do tênis, Nao-
mi Osaka, disse que deseja 
jogar no país anfitrião dos 
Jogos Olímpicos de Tó-
quio 2020 com a naciona-
lidade japonesa.
A jogadora Osaka, classi-
ficada como a terceira me-
lhor no ranking feminino 
mundial, disse à NHK, em 
Tóquio, na quinta-feira, 
que já iniciou os procedi-

mentos para escolher a na-
cionalidade japonesa.
Filha de mãe japonesa e 
pai haitiano, Osaka possui 
dupla nacionalidade, a do 
Japão e a dos Estados Uni-
dos. No dia 16 de outubro, 
ela completará 22 anos, 
idade em que, segundo a 
legislação japonesa, os ci-
dadãos com dupla nacio-
nalidade devem optar por 

Governo japonês amplia 
serviços relacionados a tufão 
em línguas estrangeiras

Homem que atacou “idol” no Japão 
teria identificado residência em reflexo 
de imagem nos olhos da vítima

Premiê japonês vai se reunir com 
dignitários de diversas nações em 
visita para entronização

Serviços em línguas estrangeiras  (03/10/2019)

Penseguidor  (04/10/2019)

Diplomacia  (09/10/2019)

O  governo japonês está 
ampliando os serviços de 
informação em línguas 
estrangeiras sobre o tu-
fão Hagibis e seus possí-
veis distúrbios no setor de 
transporte.
Consultas por telefone em 
inglês, chinês e coreano es-
tarão disponíveis na Orga-
nização Nacional de Turis-
mo do Japão. O número de 
contato é 050-3816-2787.
Informações sobre áreas de 

Um homem acusado de 
atacar uma “idol” no Japão 
teria localizado a residên-
cia da vítima utilizando 
uma imagem refletida em 
seus olhos em foto publi-
cada nas redes sociais.
Hibiki Sato, de 26 anos, foi 
denunciado na terça-feira 
pelo ataque à jovem na fai-
xa dos 20 anos de idade.
Sato teria coberto a boca 
da vítima por trás com uma 
toalha quando ela voltava à 
seu condomínio em Tóquio 
na noite de 1º de setembro. 
Ele a derrubou, tocou seu 
corpo e a feriu.
Sato disse que era um 
grande fã dela. Ele teria 
revelado a investigadores 
que descobriu o endereço 
da vítima através de uma 
foto mostrando uma esta-
ção de trem refletida nos 
olhos dela.
Sato usou o serviço Street 
View da Google para en-
contrar a estação, seguindo

O premiê japonês, Shinzo 
Abe, planeja se reunir com 
dignitários de cerca de 50 
países que virão ao Japão 
para participar de uma ce-
rimônia que vai anunciar a 
ascensão ao trono do Impe-
rador Naruhito.
As reuniões serão realiza-
das antes e depois da ce-
rimônia “Sokuirei-Seiden-
no-gi” em 22 de outubro.

evacuação serão providas 
em aplicativos para celula-
res e redes sociais.
Funcionários adicionais 
com conhecimento de lín-
gua estrangeira foram des-
locados para os principais 
aeroportos.
Fontes de energia elétrica 
e recarga de telefones mó-
veis de emergência estão 
sendo instaladas em cen-
tros de informação para tu-
ristas por todo o país.

-a após esperar por ela no 
local.
Sato também teria obtidos 
pistas do local onde a víti-
ma vivia utilizando víde-
os publicados por ela nas 
redes sociais mostrando 
onde as cortinas estavam 
posicionadas e como a luz 
entrava pelas janelas.
Shuichiro Hoshi, profes-
sor da Universidade Me-
tropolitana de Tóquio, é 
especialista em riscos nas 
redes sociais. Ele disse que 
câmeras de smartphones 
se tornaram tão avançadas 
que informações pessoais 
podem vazar de formas to-
talmente inesperadas.
Ele adverte usuários de re-
des sociais para que evitem 
publicar fotos que revelem 
informações privadas, ou 
para que tornem as ima-
gens menos nítidas a fim 
de evitar que sejam visadas 
pelos chamados “stalkers” 
digitais.

Representantes de cerca 
de 200 países e organiza-
ções internacionais serão 
convidados. A Chancelaria 
japonesa diz que entre eles 
estarão o príncipe Charles 
do Reino Unido, o vice
-presidente chinês, Wang 
Qishan, e a líder de fato de 
Myanmar, Aung San Suu 
Kyi.

uma delas.
Osaka disse que jogar pelo 
Japão será definitivamente 
muito especial, e uma das 
coisas mais memoráveis 
que poderia lhe acontecer. 
Acrescentou que deverá se 
sentir ainda mais emotiva 
jogando pelo país.
Naomi Osaka já obteve 
a classificação de melhor 
jogadora do mundo. Ela 

venceu um torneio realiza-
do em Pequim neste mês, 
o seu terceiro campeonato 
nesta temporada.
A Associação Japonesa de 
Tênis disse que Osaka esta-
rá habilitada a representar o 
Japão nos Jogos Olímpicos 
caso ela jogue pelo país em 
mais uma competição do 
time nacional organizada 
pela Federação Internacio-
nal de Tênis.

Co-ganhador japonês do Prêmio Nobel de 
Química diz que ficou surpreso com repercussão

Seven & i vai cortar 3.000 postos de trabalho e 
fechar lojas do grupo

Aumento do imposto sobre consumo no Japão 
leva a pessimismo quanto à economia

Governo japonês irá estabelecer escritório para 
aumentar exportação de alimentos

Prêmio Nobel (10/10/2019)

Seven & i (11/10/2019)

Economia (09/10/2019)

Exportação (11/10/2019)

O cientista japonês Akira 
Yoshino, um dos três ga-
nhadores do prêmio Nobel 
de Química em 2019, dis-
se que está surpreso com a 
grande repercussão na im-
prensa.
O pesquisador honorário 
da empresa japonesa do 
setor químico Asahi Kasei 
participou de uma coletiva 

A empresa varejista japo-
nesa Seven & i Holdings 
anunciou, na quinta-feira, 
um grande plano de rees-
truturação. A medida re-
sultará em corte de cerca 
de 3.000 empregos até o 

Na terça-feira, o Escritó-
rio do Gabinete do Japão 
publicou os resultados de 
seu levantamento de ob-
servadores da economia. 
O documento indica que as 
perspectivas de negócios 
dos trabalhadores pioraram 

O Japão está planejando 
criar uma sede do governo 
que irá ajudar a aumentar 
exportações de produtos 
agrícolas, silvícolas e pes-
queiros. O gabinete apro-
vou um projeto de lei para 
o estabelecimento do escri-

de imprensa com sua es-
posa em Tóquio na quinta-
feira.
Yoshino disse que tudo tem 
sido muito agitado desde 
que a premiação foi reve-
lada na noite de quarta-fei-
ra. Ele afirmou que muitas 
pessoas têm enviado men-
sagens de congratulações.
Um repórter perguntou 

final do ano fiscal japonês 
de 2022.
Os executivos dizem que 
planejam fechar cinco lo-
jas de departamentos Sogo 
e Seibu - não lucrativas 
- até fevereiro de 2021. 

em setembro, mês anterior 
ao aumento do imposto so-
bre consumo.
O índice que analisa as 
perspectivas econômicas 
dos próximos meses, caiu 
2,8 pontos em relação a 
agosto, atingindo 36,9 

tório dentro do Ministério 
da Agricultura, Silvicultura 
e Pesca.
O governo determinou, 
para este ano, a meta de au-
mentar as exportações de 
alimentos para cerca de 9,2 
bilhões de dólares. Contu-

sobre o papel da sorte em 
descobertas científicas.
Yoshino disse que a desco-
berta de outro co-ganhador 
do prêmio, John B. Goode-
nough, foi publicada quan-
do ele próprio iniciava seus 
estudos sobre baterias de 
íon-lítio. Yoshino afirmou 
que o trabalho de Goode-
nough teve um grande im-

Eles também estão consi-
derando fechar outros 33 
supermercados Ito-Yokado 
ou entrar em parceria com 
outras firmas que perten-
cem ou não ao grupo para 
ajudar na operação dos 

pontos. Trata-se do terceiro 
mês consecutivo em queda 
e o nível mais baixo desde 
março de 2014, quando 
ficou em 33,5 pontos. No 
mês seguinte o imposto so-
bre o consumo seria eleva-
do de 5% para 8%.

do, o crescimento não está 
seguindo este ritmo. Até 
agosto, o número era infe-
rior a 60 por cento da meta.
Atualmente, vários minis-
térios estão envolvidos nos 
procedimentos domésticos 
para a aprovação de pa-

pacto em sua pesquisa.
Na manhã de quinta-feira, 
Yoshino foi saudado por 
funcionários entusiasma-
dos na sede da Asahi Kasei 
em Tóquio. Ele disse que 
ficou feliz em ver a alegria 
de todos com a notícia, mas 
que ele está ainda mais fe-
liz de saber que suas famí-
lias e crianças estão anima-
das com o prêmio.

mesmos.
Finalmente, os executivos 
planejam fechar ou trans-
ferir para outros locais cer-
ca de 1.000 lojas de con-
veniência Seven-Eleven 
que não estão produzindo 
lucros.

Resultados abaixo dos 50 
pontos indicam que mais 
pessoas responderam acre-
ditar que as condições es-
tavam piorando do que 
aquelas que acreditavam 
em uma melhora.

drões sanitários necessá-
rios para exportação.
A falta de uma autoridade 
central para efetuar esse 
trabalho é considerada um 
grande fator que está afe-
tando o crescimento em 
termos de volume.
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も
っ
た
眼ま

な

差ざ

し
を
あ
ち
こ
ち
に

送お
く

り
、
ゆ
っ
く
り
し
た
動ど

う

作さ

で
回ま

わ

る
所し

ょ

作さ

を
繰く

り
返か

え

し
た
。

身か
ら
だ体
で
は
な
く
顔か

お

の
表

ひ
ょ
う

情じ
ょ
うで

表ひ
ょ
う

現げ
ん

す
る
よ
う
な
不ふ

思し

議ぎ

な
踊お

ど

り
だ
。
城し

ろ

間ま

審し
ん

査さ

委い

員い
ん

長ち
ょ
うに
聞き

く
と
、「
諸し

ゅ

屯ど
ん

は
、
話は

な

し
た
く
て
も
話は

な

せ
な
い
よ
う

な
、
誰だ

れ

に
も
伝つ

た

え
ら
れ
な
い

想お
も

い
を
表

ひ
ょ
う

現げ
ん

す
る
踊お

ど

り
。
一ひ

とつ

一ひ
とつ
の
動う

ご

き
に
沖お

き

縄な
わ

の
風ふ

う

土ど

が

込こ

め
ら
れ
て
い
る
ん
で
す
」
と

　

海か
い

外が
い

日に
っ

系け
い

人じ
ん

協き
ょ
う

会か
い

（
飯い

い

泉ず
み

嘉か

門も
ん

会か
い

長ち
ょ
う）
は
「
第だ

い

６
０
回か

い
か
い海
外が

い

日に
っ

系け
い

人じ
ん

大た
い

会か
い

」
を
１
日た

ち

か
ら
３
日か

間か
ん

、
東と

う

京き
ょ
う

都と

で
開か

い

催さ
い

し
た
。『
令れ

い

和わ

の
日に

本ほ
ん

と
国こ

く

際さ
い

化か

の
懸か

け
橋は

し･

日に
っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

』
を
総そ

う

合ご
う

テ
ー
マ
に
討と

う

議ぎ

が
行お

こ
なわ
れ
、
四よ

ん

世せ
い

以い

降こ
う

の
世せ

代だ
い

に

も
三さ

ん

世せ
い

同ど
う

様よ
う

の
在ざ

い

留り
ゅ
う

資し

格か
く

の
要よ

う

求き
ゅ
うす
る
こ
と
を
再さ

い

確か
く

認に
ん

し
、
世せ

界か
い

各か
く

地ち

に
あ
る
日に

っ

系け
い

資し

料り
ょ
う

館か
ん

同ど
う

士し

の
情

じ
ょ
う

報ほ
う

交こ
う

換か
ん

と
連れ

ん

携け
い

す
る
た
め
の
連れ

ん

絡ら
く

協き
ょ
う

議ぎ

会か
い

設せ
つ

立り
つ

な
ど
５
項こ

う

目も
く

の
決け

つ

議ぎ

を
宣せ

ん

言げ
ん

し
た
。（
大た

い

会か
い

宣せ
ん

言げ
ん

の
全ぜ

ん

文ぶ
ん

を
６
面め

ん

に
掲け

い

載さ
い

）

の
こ
と
。
解か

い

説せ
つ

し
て
も
ら
っ
て

初は
じ

め
て
納な

っ

得と
く

。
世よ

の
中な

か

、
体

か
ら
だ

全ぜ
ん

体た
い

を
バ
ン
バ
ン
動う

ご

か
す
踊お

ど

り
が
普ふ

通つ
う

で
あ
り
、「
目め

や
ア

ゴ
の
動う

ご

き
」
を
中

ち
ゅ
う

心し
ん

に
す
る

踊お
ど

り
は
滅め

っ

多た

に
な
い
。
踊お

ど

り

と
パ
ン
ト
マ
イ
ム
の
境

き
ょ
う

界か
い

線せ
ん

上じ
ょ
うに
あ
る
よ
う
な
深ふ

か

み
を
感か

ん

じ
さ
せ
る
踊お

ど

り
だ
っ
た
。

　
　
　
　
　

◎

　

北ほ
っ

海か
い

道ど
う

の
民み

ん

謡よ
う

で
あ
る
江え

差さ
し

追お
い

分わ
け

に
つ
い
て
、
海か

い

藤と
う

副ふ
く

臨り
ん

席せ
き

さ
れ
、
世せ

界か
い

２
１
カ
国こ

く

か
ら
約や

く

２
０
０
人に

ん

が
参さ

ん

加か

。

ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
は
最さ

い

多た

の
約や

く

６
０
人に

ん

、
続つ

づ

い
て
米べ

い

国こ
く

の
約や

く

４
０
人に

ん

、
メ
キ
シ
コ
２
４
人に

ん

だ
っ
た
。

　

開か
い
か
い会
式し

き

で
天て

ん

皇の
う

陛へ
い

下か

は
、

終し
ゅ
う

戦せ
ん

直ち
ょ
く

後ご

の
荒こ

う

廃は
い

し
た
日に

本ほ
ん

に
海か

い

外が
い

日に
っ

系け
い

人じ
ん

が
救

き
ゅ
う

援え
ん

物ぶ
っ

資し

を
送お

く

っ
た
こ
と
へ
の
感か

ん

謝し
ゃ

の

気き

持も

ち
を
表あ

ら
わ
す
た
め
に
こ
の

大た
い

会か
い

が
開か

い

始し

さ
れ
た
経け

い

緯い

に

触ふ

れ
ら
れ
、「
そ
の
後ご

も
、
阪は

ん

神し
ん

・
淡あ

わ

路じ

大だ
い

震し
ん

災さ
い

、
東

ひ
が
し

日に

本ほ
ん

大だ
い

震し
ん

災さ
い

な
ど
、
日に

本ほ
ん

が
大お

お

き

な
困こ

ん

難な
ん

に
遭あ

う
た
び
に
、
世せ

界か
い

の
日に

っ

系け
い

の
人ひ

と

々び
と

か
ら
温あ

た
た
か

い
御ご

支し

援え
ん

を
受う

け
て
き
て
い

る
こ
と
に
改あ

ら
た
め
て
感か

ん

謝し
ゃ

の
意い

を
表ひ

ょ
う
し
ま
す
」
と
の
お
言こ

と

葉ば

を
の
べ
ら
れ
た
。

　

さ
ら
に
「
在ざ

い

日に
ち

日に
っ

系け
い

人じ
ん

の

こ
の
３
０
年ね

ん

余あ
ま

り
に
わ
た
る

経け
い

験け
ん

は
、
今こ

ん

後ご

様さ
ま

々ざ
ま

な
文ぶ

ん

化か

を
受う

け
入い

れ
な
が
ら
発は

っ

展て
ん

し

て
い
こ
う
と
す
る
日に

本ほ
ん

社し
ゃ

会か
い

の
貴き

重ち
ょ
うな
参さ

ん

考こ
う

に
な
る
も
の

と
考か

ん
が
え
ま
す
」
と
今こ

ん

後ご

の
関か

ん

係け
い

に
つ
い
て
も
述の

べ
ら
れ
た
。

　

続つ
づ

い
て
、
安あ

倍べ

晋し
ん

三ぞ
う

内な
い

閣か
く

総そ
う

理り

大だ
い

臣じ
ん

の
祝

し
ゅ
く

辞じ

を
西に

し

村む
ら

明あ
き

宏ひ
ろ

内な
い

閣か
く

官か
ん

房ぼ
う

副ふ
く

長ち
ょ
う

官か
ん

が
代だ

い

読ど
く

し
「
今こ

年と
し

は
ペ
ル
ー
移い

住
じ
ゅ
う

１
２
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

、
ボ
リ
ビ
ア
移い

住じ
ゅ
う１
２
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

、
コ
ロ
ン
ビ

ア
移い

住じ
ゅ
う９
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

、
ア
マ
ゾ

ン
移い

住じ
ゅ
う９
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

と
い
う
慶け

い

賀が

の
年と

し

」
と
位い

置ち

づ
け
、「
本ほ

ん

大た
い

会か
い

を
通つ

う

じ
、
多た

様よ
う

な
世せ

代だ
い

や
地ち

域い
き

を
交ま

じ

え
た
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
一い

っ

層そ
う

深ふ
か

ま

り
、
令れ

い

和わ

の
国こ

く

際さ
い

時じ

代だ
い

に
日に

っ

系け
い

人じ
ん

の
皆み

な

様さ
ま

が
一い

っ

層そ
う

御ご

活か
つ

躍や
く

さ
れ
、
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

が
益ま

す
ま
す々

発は
っ

展て
ん

さ
れ
る
こ
と
を
祈き

念ね
ん

申も
う

し

上あ

げ
ま
す
」
と
の
べ
た
。

　

海か
い

外が
い

日に
っ

系け
い

人じ
ん

代だ
い

表ひ
ょ
うと
し
て

ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

福ふ
く

祉し

協
き
ょ
う

会か
い

の
石い

し

川か
わ

レ
ナ
ト
会か

い

長ち
ょ
うが
登と

う

壇だ
ん

し
、「
特と

く

性せ
い

を
活い

か
し
、
日に

っ

系け
い

人じ
ん

だ
か
ら
こ
そ
出で

来き

る
平へ

い

和わ

的て
き

国こ
く

際さ
い

社し
ゃ

会か
い

へ
の
貢こ

う

献け
ん

の

仕し

方か
た

を
、
こ
の
大た

い

会か
い

を
通と

お

し

て
構こ

う

築ち
く

し
て
い
け
れ
ば
と
考

か
ん
が

え
て
お
り
ま
す
」
と
挨あ

い

拶さ
つ

し

た
。

　

そ
の
後ご

、
ア
ン
ジ
ェ
ロ
・
イ

シ
武む

蔵さ
し

大だ
い

学が
く

教き
ょ
う

授じ
ゅ

が
「
在ざ

い

日に
ち

日に
っ

系け
い

３
０
年ね

ん

の
歩あ

ゆ

み
と
日に

本ほ
ん

の
多た

文ぶ
ん

化か

共き
ょ
う

生せ
い

」
を
テ
ー
マ

と
す
る
基き

調ち
ょ
う

講こ
う

演え
ん

を
３
０
分ぷ

ん

あ
ま
り
行

お
こ
な
っ
た
。

　

翌よ
く

日じ
つ

か
ら
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
市い

ち

ヶが

谷や

ビ
ル
に
会か

い

場じ
ょ
うを
移う

つ

し
、

国こ
く

際さ
い

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
第だ

い

１
部ぶ

「
在ざ

い

日に
ち

日に
っ

系け
い

３
０
年ね

ん

の
経け

い

験け
ん

―
日に

本ほ
ん

社し
ゃ

会か
い

の
内う

ち

な
る
国こ

く

際さ
い

化か

を
見み

据す

え
て
」
と
い
う
公こ

う

開か
い

討と
う

論ろ
ん

会か
い

（
進し

ん

行こ
う

役や
く

＝
堀ほ

り

坂さ
か

浩こ
う

太た

郎ろ
う

上じ
ょ
う

智ち

大だ
い

学が
く

名め
い

誉よ

教
き
ょ
う

　

ブ
ラ
ジ
ル
沖お

き

縄な
わ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

・

ブ
ラ
ジ
ル
沖お

き

縄な
わ

文ぶ
ん

化か

セ
ン
タ
ー

（
上う

え

原は
ら

定さ
だ

雄お

会か
い

長ち
ょ
う）
は
「
第だ

い

４
２
回か

い

琉り
ゅ
う

球き
ゅ
う

古こ

典て
ん

音お
ん

楽が
く

コ

ン
ク
ー
ル
・
第だ

い

３
９
回か

い

琉
り
ゅ
う

球き
ゅ
う

舞ぶ

踊よ
う

コ
ン
ク
ー
ル
」
を

６
日か

午ご

前ぜ
ん

１
０
時じ

か
ら
、
リ

ベ
ル
ダ
ー
デ
区く

の
県け

ん

人じ
ん

会か
い

本ほ
ん

部ぶ

大だ
い

サ
ロ
ン
で
開か

い

催さ
い

し
、
約や

く

１
５
０
人に

ん

が
訪お

と
ずれ
た
。

　

古こ

典て
ん

音お
ん

楽が
く

の
部ぶ

門も
ん

で
は
非ひ

日に
っ

系け
い

人じ
ん

の
躍や

く

進し
ん

が
顕け

ん

著ち
ょ

で
、

特と
く

に
最さ

い

高こ
う

賞し
ょ
うで
は
１
位い

が
他た

県け
ん

人じ
ん

（
配は

い

偶ぐ
う

者し
ゃ

）、
２
位い

が
非ひ

日に
っ

系け
い

と
な
り
、
伝で

ん

統と
う

芸げ
い

能の
う

界か
い

に
お
け
る
新し

ん

時じ

代だ
い

の
到と

う

来ら
い

を
感か

ん

じ
さ
せ
る
大た

い

会か
い

と
な
っ

た
。

　

午ご

前ぜ
ん

中ち
ゅ
うの
琉

り
ゅ
う

球き
ゅ
う

古こ

典て
ん

音お
ん

楽が
く

の
部ぶ

門も
ん

に
は
新し

ん

人じ
ん

賞し
ょ
う６
人に

ん

、

優ゆ
う

秀し
ゅ
うの
部ぶ

１
人り

、
最さ

い

高こ
う

賞
し
ょ
う

２
人り

の
計け

い

９
人に

ん

が
参さ

ん

加か

し
、

う
ち
非ひ

日に
っ

系け
い

が
３
人に

ん

で
み
な

合ご
う

格か
く

す
る
と
い
う
活か

つ

躍や
く

を
見み

せ
た
。
結け

っ

果か

は
次つ

ぎ

の
と
お
り
。

【
新し

ん

人じ
ん

賞し
ょ
う】
１
位い

＝
田た

野の

美み

恵え

子こ

、
２
位い

＝
新あ

ら

城し
ろ

盛も
り

久ひ
さ

、

３
位い

＝
勢し

理り

客き
ゃ
くト
ヨ
、
４
位い

授じ
ゅ

）
な
ど
が
行お

こ
なわ
れ
た
。

　

第だ
い

２
部ぶ

「
日に

っ

系け
い

資し

料り
ょ
う

館か
ん

の
連れ

ん

携け
い

を
考か

ん
が
え
る
―
レ
ガ
シ

ー
（
遺い

産さ
ん

）
を
共

き
ょ
う

有ゆ
う

す
る
た

め
に
」（
進し

ん

行こ
う

役や
く

＝
柳や

な
ぎ

田た

利と
し

夫お

慶け
い

応お
う

義ぎ

塾じ
ゅ
く

大だ
い

学が
く

名め
い

誉よ

教
き
ょ
う

授じ
ゅ

）
に
は
、
６
カ
国こ

く

の
代だ

い

表
ひ
ょ
う

が
参さ

ん

加か

。
移い

民み
ん

史し

は
世せ

界か
い

の

日に
っ

系け
い

人じ
ん

の
共

き
ょ
う

有ゆ
う

財ざ
い

産さ
ん

で
あ
り
、

日に
っ

系け
い

資し

料り
ょ
う

館か
ん

同ど
う

士し

の
情

じ
ょ
う

報ほ
う

交こ
う

換か
ん

と
連れ

ん

携け
い

を
密み

つ

に
す
る
た
め

＝
サ
ン
チ
・
レ
オ
ネ
ロ
。【
優ゆ

う

秀し
ゅ
うの
部ぶ

】
ペ
ガ
ウ
・
チ
ア
ゴ
。

【
最さ

い

高こ
う

賞し
ょ
う】
１
位い

＝
安あ

慶げ

名な

ユ
カ
、
２
位い

＝
プ
ロ
エ
ン
サ
・

ク
リ
ス
チ
ア
ン
。

　

５
年ね

ん

以い

上じ
ょ
う

優ゆ
う

秀し
ゅ
うな
成せ

い

績せ
き

を
と
り
続つ

づ

け
、
教

き
ょ
う

師し

が
許き

ょ

可か

す
れ
ば
、
教

き
ょ
う

師し

し資
格か

く

を
沖お

き

縄な
わ

本ほ
ん

部ぶ

に
申し

ん

請せ
い

す
る
手て

続つ
づ

き
が

と
れ
、
す
で
に
１
０
人に

ん

ほ
ど

が
教

き
ょ
う

師し

に
な
っ
た
と
い
う
。

　

今こ

年と
し

の
挑

ち
ょ
う

戦せ
ん

者し
ゃ

は
９
人に

ん

だ

が
、
２
０
０
７
年ね

ん

に
は
７
０

人に
ん

い
た
。
知ち

念ね
ん

直な
お

義よ
し

実じ
っ

行こ
う

委い

来
らい

社
しゃ

した一
いっ

行
こう

　

江え

差さ
し

追お
い

分わ
け

会か
い

伯は
っ

国こ
く

支し

部ぶ

（
馬う

ま

欠か
け

場ば

哲て
つ

巨お

支し

部ぶ

長ち
ょ
う）
の
創そ

う

立り
つ

３
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

及お
よ

支し

部ぶ

長ち
ょ
うは
「
追お

い

分わ
け

の
起き

源げ
ん

は

『
牛う

し

追お

い
の
歌う

た

』
だ
が
、
北ほ

っ

海か
い

道ど
う

の
江え

差さ
し

で
ニ
シ
ン
漁り

ょ
う

が

盛さ
か

ん
な
時と

き

に
、
本ほ

ん

州し
ゅ
うか
ら
デ

カ
セ
ギ
に
来き

た
人ひ

と

が
そ
れ
ぞ

れ
の
民み

ん

謡よ
う

を
歌う

た

い
あ
い
、
次し

第だ
い

に
今い

ま

の
江え

差さ
し

追お
い

分わ
け

の
形か

た
ち

に

な
っ
て
い
た
の
で
、
い
ろ
ん
な

技ぎ

法ほ
う

が
集

し
ゅ
う

約や
く

さ
れ
た
追お

い

分わ
け

に

な
っ
た
」
と
説せ

つ

明め
い

す
る
。
そ

の
た
め
、
民み

ん

謡よ
う

の
中な

か

で
も
難な

ん

易い

度ど

が
高た

か

い
曲き

ょ
く

と
し
て
知し

ら
れ
て
い
る
そ
う
。
と
こ
ろ
が
、

面お
も

白し
ろ

い
こ
と
に
「
伯は

っ

国こ
く

の
大た

い

会か
い

で
優ゆ

う

勝し
ょ
う
す
る
人ひ

と

は
、
始は

じ

め

て
２
年ね

ん

目め

の
人ひ

と

な
ど
民み

ん

謡よ
う

初し
ょ

心し
ん

者し
ゃ

ば
か
り
。
む
し
ろ
『
江え

差さ
し

追お
い

分わ
け

は
難む

ず
か

し
い
』
と
い
う

先せ
ん

入に
ゅ
う

観か
ん

を
持も

っ
て
い
な
い
人ひ

と

の
方ほ

う

が
、
素す

直な
お

に
始は

じ

め
や
す

い
」
の
だ
と
か
。
今い

ま

か
ら
民み

ん

謡よ
う

を
始は

じ

め
た
い
人ひ

と

は
、
江え

差さ
し

追お
い

分わ
け

か
ら
入は

い

れ
ば
優ゆ

う

勝し
ょ
うの
チ

ャ
ン
ス
が
あ
る
か
も
！
？

　

節ふ
し

目め

と
な
る
６
０
回か

い

を

迎む
か

え
た
今こ

ん

大た
い

会か
い

の
開か

い
か
い会
式し

き

は
１
日た

ち

に
憲け

ん

政せ
い

会か
い

館か
ん

で
開か

い

催さ
い

さ

れ
、
天て

ん

皇の
う

皇こ
う

后ご
う

両り
ょ
う

陛へ
い

下か

が
ご

天て
ん

皇の
う

皇こ
う

后ご
う

両り
ょ
う

陛へ
い

下か

ご
臨り

ん

席せ
き

に

第だ
い

６
０
回か

い

海か
い

外が
い

日に
っ

系け
い

人じ
ん

大た
い

会か
い

員い
ん

長ち
ょ
うは
「
あ
の
頃こ

ろ

は
人に

ん

数ず
う

が

多お
お

か
っ
た
か
ら
、
古こ

典て
ん

音お
ん

楽が
く

と
琉

り
ゅ
う

球き
ゅ
う

舞ぶ

踊よ
う

の
コ
ン
ク
ー
ル

は
別べ

つ
べ
つ々

に
や
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ

一い
ち

日に
ち

掛が

か
り
だ
っ
た
。
一い

っ

緒し
ょ

に

な
っ
て
７
、８
年ね

ん

か
な
」
と
往お

う

時じ

を
懐な

つ

か
し
ん
だ
。「
で
も
非ひ

日に
っ

系け
い

は
昨さ

く

年ね
ん

２
人に

ん

、
今こ

年と
し

は

３
人に

ん

と
増ふ

え
て
い
る
。
す
ご

く
一い

っ

生し
ょ
う

懸け
ん

命め
い

で
、
我わ

れ
わ
れ々

と
し

て
も
喜よ

ろ
こ
び
一い

っ

杯ぱ
い

」
と
笑え

顔が
お

を

浮う

か
べ
た
。

　

そ
の
一ひ

と

人り

ペ
ガ
ウ
・
チ
ア
ゴ

さ
ん
に
三さ

ん

線し
ん

を
始は

じ

め
た
動ど

う

機き

を
尋た

ず

ね
る
と
、「
妻つ

ま

が
沖お

き

縄な
わ

系け
い

三さ
ん

世せ
い

で
、
そ
の
実じ

っ

家か

に
遊あ

そ

び
に
行い

っ
た
ら
彼か

の

女じ
ょ

の
祖そ

父ふ

世
せ

界
かい

の日
にっ

系
けい

移
い

民
みん

資
し

料
りょう

館
かん

連
れん

携
けい

へ
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６
人に

ん

来ら
い

伯は
く

、
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ｐ
記き

念ね
ん

公こ
う

演え
ん

も

創そ
う

立り
つ

30
周し

ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

、
17
日に

ち

江
え

差
さし

追
おい

分
わけ

会
かい

琉り
ゅ
う

球き
ゅ
う

古こ

典て
ん

芸げ
い

能の
う

の
コ
ン
ク
ー
ル

「
人に

ん

数ず
う

減げ
ん

だ
が
、
レ
ベ
ル
は
高た

か

い
」

沖
おき

縄
なわ

県
けん

人
じん

会
かい

午ご

後ご

の
琉り

ゅ
う

球き
ゅ
う

舞ぶ

踊よ
う

コ
ン
ク
ー
ル
で
認に

ん

定て
い

証し
ょ
う

を
も
ら
っ
た
皆み

な

さ
ん

　

琉
り
ゅ
う

球き
ゅ
う

舞ぶ

踊よ
う

コ
ン
ク
ー
ル

の
一い

っ

般ぱ
ん

の
部ぶ

最さ
い

高こ
う

賞し
ょ
うで
知ち

念ね
ん

ル
ア
ナ
ひ
か
り
さ
ん
が
踊お

ど
っ
た

「
諸し

ゅ

屯ど
ん

」
が
、
手て

を
あ
ま
り

動う
ご

か
す
こ
と
な
く
、
情じ

ょ
う
の
こ

に
「
日に

っ

系け
い

資し

料り
ょ
う

館か
ん

連れ
ん

絡ら
く

協
き
ょ
う

議ぎ

会か
い

」
の
設せ

つ

立り
つ

が
提て

い

言げ
ん

さ
れ
、

聖せ
い

市し

の
ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

史し

料り
ょ
う

館か
ん

で
来ら

い

年ね
ん

シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
開か

い

催さ
い

す
る
こ
と
に
な
っ

た
。

　

第だ
い

３
部ぶ

は
「
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

と

の
連れ

ん

携け
い

を
考か

ん
が
え
る
―
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

を
生い

か
し
て
（
ビ
ジ
ネ
ス
、

文ぶ
ん

化か

、
地ち

方ほ
う

創そ
う

生せ
い

）」
で
、

討と
う

議ぎ

内な
い

容よ
う

を
元も

と

に
５
項こ

う

目も
く

の

大た
い

会か
い

宣せ
ん

言げ
ん

が
取と

り
ま
と
め
ら

れ
た
。
夜よ

る

は
外が

い

務む

省し
ょ
う

飯い
い

倉く
ら

公こ
う

館か
ん

で
外が

い

務む

大だ
い

臣じ
ん

主し
ゅ

催さ
い

歓か
ん

迎げ
い

レ

セ
プ
シ
ョ
ン
と
な
っ
た
。

　

最さ
い

終し
ゅ
う

日び

は
在ざ

い

日に
ち

日に
っ

系け
い

人じ
ん

ス
ピ
ー
チ
「
１
０
年ね

ん

後ご

の
私わ

た
し」

と
大た

い

会か
い

宣せ
ん

言げ
ん

を
発は

っ

表ぴ
ょ
うし
て
閉へ

い

会か
い

し
、
衆

し
ゅ
う

参さ
ん

両り
ょ
う

院い
ん

議ぎ

長ち
ょ
う

主し
ゅ

催さ
い

昼ち
ゅ
う

食し
ょ
く

会か
い

を
も
っ
て
な
ご
や

か
に
終

し
ゅ
う

了り
ょ
うし
た
。

の
会か

い

員い
ん

も
加く

わ

わ
る
総そ

う

力り
ょ
くを
挙あ

げ
た
公こ

う

演え
ん

。
一い

っ

般ぱ
ん

の
ブ
ラ
ジ

ル
人じ

ん

に
も
分わ

か
る
よ
う
ポ
語ご

で
解か

い

説せ
つ

を
入い

れ
な
が
ら
民み

ん

謡よ
う

１
５
曲き

ょ
くを
歌う

た

う
予よ

定て
い

だ
。

　

来ら
い

社し
ゃ

し
た
海か

い

藤と
う

副ふ
く

支し

部ぶ

長ち
ょ
う、
久く

保ぼ

田た

紀き

世よ

副ふ
く

支し

部ぶ

長ち
ょ
う、
山や

ま

崎ざ
き

矢や

寸す

志し

副ふ
く

支し

部ぶ

長ち
ょ
う、
北ほ

っ

海か
い

道ど
う

文ぶ
ん

化か

福ふ
く

祉し

協
き
ょ
う

会か
い

の
大お

お

沼ぬ
ま

宣の
り

信の
ぶ

会か
い

長ち
ょ
うは
「
今こ

ん

回か
い

は
若わ

か

い
人ひ

と

が
中

ち
ゅ
う

心し
ん

と
な
っ

て
、
民み

ん

謡よ
う

を
ワ
ー
ル
ド
ミ
ュ

ー
ジ
ッ
ク
と
し
て
ブ
ラ
ジ
ル
人じ

ん

に
訴う

っ
た
え
る
企き

画か
く

と
し
て
準

じ
ゅ
ん

備び

し
て
き
た
。
ぜ
ひ
聴き

き
に
来き

て
く
だ
さ
い
」
と
来ら

い

場じ
ょ
うを
呼よ

び
か
け
て
い
る
。

　

１
７
日に

ち

の
祝

し
ゅ
く

賀が

会か
い

の
参さ

ん

加か

は
一い

っ

般ぱ
ん

１
５
０
レ
、
会か

い

員い
ん

は

５
０
レ
。
１
９
日に

ち

の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
は
５
０
レ
、
弁べ

ん

当と
う

代だ
い

３
０
レ
。
２
０
日か

の
記き

念ね
ん

公こ
う

演え
ん

の
チ
ケ
ッ
ト
は
６
０
レ
。

　

チ
ケ
ッ
ト
の
購こ

う

入に
ゅ
う、
問と

い

合あ

わ
せ
は
久く

保ぼ

田た

副ふ
く

支し

部ぶ

長
ち
ょ
う

（
１
２
・
９
８
１
４
９
・
１
９ 

９
６
）
ま
で
。

よ
し
み
、
一い

っ

般ぱ
ん

の
部ぶ

新し
ん

人じ
ん

賞
し
ょ
う

び
祝

し
ゅ
く

賀が

会か
い

が
１
７
日に

ち

（
木も

く

）

午ご

後ご

６
時じ

半は
ん

か
ら
、
聖せ

い

市し

ヴ

ィ
ラ
・
マ
リ
ア
ー
ナ
区く

の
ブ
ラ

ジ
ル
北ほ

っ

海か
い

道ど
う

文ぶ
ん

化か

福ふ
く

祉し

協き
ょ
う

会か
い

（R
. Joaquim

 Távora, 
6

0
5

）
で
開か

い

催さ
い

さ
れ
る
。
ま

た
、
記き

念ね
ん

公こ
う

演え
ん

は
２
０
日か

（
日に

ち

）
午ご

後ご

２
時じ

か
ら
、
パ

ウ
リ
ス
タ
大お

お

通ど
お

り
の
Ｍ
Ａ

Ｓ
Ｐ
（A

v. P
au

lista, 
1

5
7

8

）
で
行お

こ
なわ
れ
る
。

　

海か
い

藤と
う

司つ
か
さ

副ふ
く

支し

部ぶ

長ち
ょ
うは
、
江え

差さ
し

追お
い

分わ
け

に
つ
い
て
「
民み

ん

謡よ
う

の
王お

う

様さ
ま

」
と
語か

た

る
。
民み

ん

謡よ
う

の
基き

本ほ
ん

と
な
る
技ぎ

巧こ
う

が
全す

べ

て
入は

い
っ
て
お

り
、
難な

ん

易い

度ど

が
高た

か

く
「
日に

本ほ
ん

一い
ち

難む
ず
かし
い
民み

ん

謡よ
う

だ
と
言い

わ
れ

て
い
る
」
と
い
う
。

　

そ
ん
な
江え

差さ
し

追お
い

分わ
け

会か
い

伯は
っ

国こ
く

支し

部ぶ

の
創そ

う

立り
つ

３
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

を
祝い

わ

う
た
め
、
日に

本ほ
ん

か
ら
江え

差さ
し

追お
い

分わ
け

会か
い

会か
い

長ち
ょ
うで
江え

差さ
し

町ち
ょ
うの
照て

る

井い

誉よ

之の

助す
け

町ち
ょ
う

長ち
ょ
う、
同ど

う

会か
い

の
国こ

く

仙せ
ん

敏と
し

孝た
か

事じ

務む

局き
ょ
く

次じ

長ち
ょ
う、
民み

ん

謡よ
う

歌か

手し
ゅ

の
寺て

ら

島し
ま

絵え

里り

佳か

さ
ん
、

日ひ

和わ

義よ
し

貴き

さ
ん
、
尺

し
ゃ
く

八は
ち

奏そ
う

者し
ゃ

の
田た

村む
ら

壮そ
う

成せ
い

さ
ん
、
小お

野の

美み

香か

さ
ん
の
６
人に

ん

が
慶け

い

祝し
ゅ
く

団だ
ん

と

＝
宮み

や

城ぎ

マ
リ
ア
ナ
か
お
り
、

天て
ん

願が
ん

ゆ
り
、
婦ふ

人じ
ん

の
部ぶ

優ゆ
う

秀
し
ゅ
う

賞し
ょ
う

＝
池い

け

原は
ら

明あ
き

子こ

、
一い

っ

般ぱ
ん

の
部ぶ

優ゆ
う

秀し
ゅ
う

賞し
ょ
う

＝
當と

う

真ま

ス
テ
フ
ァ
ニ

ー
千ち

晶あ
き

、
一い

っ

般ぱ
ん

の
部ぶ

最さ
い

高こ
う

賞
し
ょ
う

＝
知ち

念ね
ん

ル
ア
ナ
ひ
か
り
。
最さ

い

後ご

に
知ち

念ね
ん

直な
お

義よ
し

さ
ん
か
ら
全ぜ

ん

員い
ん

に
認に

ん

定て
い

証し
ょ
うが
手て

渡わ
た

さ
れ
た
。

　

城し
ろ

間ま

和か
ず

枝え

審し
ん

査さ

委い

員い
ん

長
ち
ょ
う

に
コ
メ
ン
ト
を
求も

と

め
る
と
、

「
８
０
年ね

ん

代だ
い

に
は
新し

ん

人じ
ん

賞し
ょ
うだ

け
で
２
０
人に

ん

い
た
。
隣と

な
り
の
人ひ

と

を
見み

な
が
ら
踊お

ど

れ
る
団だ

ん

体た
い

舞ぶ

踊よ
う

と
違ち

が
っ
て
、
一ひ

と

人り

で
踊お

ど

る
か

ら
、
一い

ち

年ね
ん

間か
ん

み
っ
ち
り
練れ

ん

習
し
ゅ
う

し
な
い
と
合ご

う

格か
く

レ
ベ
ル
に
達た

っ

し

な
い
。
人に

ん

数ず
う

こ
そ
減へ

っ
た
が
、

み
な
完か

ん

璧ぺ
き

に
踊お

ど
っ
て
い
た
。
レ

ベ
ル
の
高た

か

い
大た

い

会か
い

だ
っ
た
。
来ら

い

年ね
ん

は
も
っ
と
人に

ん

数ず
う

が
増ふ

え
る

は
ず
」
と
意い

気き

込ご

ん
だ
。

記
き

念
ねん

式
しき

典
てん

にご臨
りん

席
せき

された天
てん

皇
のう

皇
こう

后
ごう

両
りょう

陛
へい

下
か

( 提
てい

供
きょう

・公
こう

益
えき

財
ざい

団
だん

法
ほう

人
じん

海
かい

外
がい

日
にっ

系
けい

人
じん

協
きょう

会
かい

)

午
ご

前
ぜん

の琉
りゅう

球
きゅう

古
こ

典
てん

音
おん

楽
がく

コンクールの皆
みな

さん

し
て
１
７
日に

ち

に
来ら

い

伯は
く

す
る
。

　

１
７
日に

ち

午ご

後ご

６
時じ

半は
ん

か
ら

は
、
北ほ

っ

海か
い

道ど
う

文ぶ
ん

化か

福ふ
く

祉し

協
き
ょ
う

会か
い

で
記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

及お
よ

び
祝

し
ゅ
く

賀が

会か
い

を
開か

い

催さ
い

。
式し

き

典て
ん

で
は
、
同ど

う

支し

部ぶ

を
始は

じ

め
た
石い

し

川か
わ

諭さ
と
しさ
ん
や
、

第だ
い

１
回か

い

大た
い

会か
い

か
ら
出

し
ゅ
つ

場じ
ょ
うし
て

い
る
歌か

手し
ゅ

、
第だ

い

１
回か

い

大た
い

会か
い

か

ら
司し

会か
い

を
務つ

と

め
て
い
る
藤ふ

じ

瀬せ

圭け
い

子こ

さ
ん
が
表

ひ
ょ
う

彰し
ょ
うさ
れ
る
。

ま
た
、
慶け

い

祝し
ゅ
く

団だ
ん

に
よ
る
演え

ん

奏そ
う

の
披ひ

露ろ
う

も
あ
る
。

　

１
８
日に

ち

に
は
、
伯は

っ

国こ
く

の
民み

ん

族ぞ
く

音お
ん

楽が
く

グ
ル
ー
プ
「
Ｍ
Ａ

Ｗ
Ａ
Ｃ
Ａ
」
の
ス
タ
ジ
オ
で

同ど
う

グ
ル
ー
プ
と
慶け

い

祝し
ゅ
く

団だ
ん

が

共き
ょ
う

演え
ん

。
１
９
日に

ち

に
は
、
午ご

前ぜ
ん

１
０
時じ

か
ら
江え

差さ
し

追お
い

分わ
け

、
三し

ゃ

味み

線せ
ん

伴ば
ん

奏そ
う

、
尺

し
ゃ
く

八は
ち

伴ば
ん

奏そ
う

の
ワ

ー
ク
シ
ョッ
プ
を
行お

こ
な
う
。

　

２
０
日か

午ご

後ご

２
時じ

か
ら

は
、
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ｐ
で
記き

念ね
ん

公こ
う

演え
ん

「
夢む

海か
い

」
を
開か

い

催さ
い

。
タ
イ
ト
ル

に
は
「
夢ゆ

め

を
求も

と

め
て
海う

み

を
渡わ

た

っ
た
移い

民み
ん

が
も
っ
て
き
た
江え

差さ
し

追お
い

分わ
け

が
広ひ

ろ

ま
っ
て
欲ほ

し
い
」
と

い
う
思お

も

い
が
込こ

め
ら
れ
て
い

る
。
慶け

い

祝し
ゅ
く

団だ
ん

を
中

ち
ゅ
う

心し
ん

に
当と

う

地ち

（
故こ

人じ
ん

）
が
使つ

か

っ
て
い

た
三さ

ん

線し
ん

が
あ
り
、
気き

に

な
っ
て
い
た
。
僕ぼ

く

も
ギ

タ
ー
を
弾ひ

い
て
い
た
か

ら
、
見み

た
こ
と
も
な
い

楽が
っ

器き

に
興

き
ょ
う

味み

が
湧わ

き
、

あ
る
時と

き

挑ち
ょ
う

戦せ
ん

し
て
み

た
。
ギ
タ
ー
は
弾ひ

く
だ

け
だ
が
、
三さ

ん

線し
ん

は
歌う

た

も

同ど
う

時じ

に
や
ら
な
き
ゃ
い

け
な
い
。
も
っ
と
難む

ず
か
し

い
が
、
や
り
が
い
が
あ

る
」
と
語か

た
っ
た
。

　

午ご

ご後
の
琉

り
ゅ
う

球き
ゅ
う

舞ぶ

踊よ
う

コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、
美

う
つ
く

し
い
紅び

ん

型が
た

衣い

装し
ょ
うな
ど
を

ま
と
っ
た
女じ

ょ

性せ
い

出し
ゅ
つ

場
じ
ょ
う

者し
ゃ

６
人に

ん

が
気き

合あ
い

の
入は

い

っ

た
踊お

ど

り
を
披ひ

露ろ
う

し
、
全ぜ

ん

員い
ん

合ご
う

格か
く

し
た
。
婦ふ

人じ
ん

の

部ぶ

新し
ん

人じ
ん

賞し
ょ
う

＝
宜ぎ

志し

富と
み
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